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平成27年第１回波佐見町議会定例会会議録 

 

 平成27年第１回波佐見町議会定例会（第10日目）は、平成27年３月12日本町役場議場に招

集された。 

 

１．出席議員は次のとおりである。 

    １番  百 武  辰 美       ２番  中 尾  尊 行 

    ３番  石 峰    実       ４番  古 川  千 秋 

    ５番  尾 上  和 孝       ６番  藤 川  法 男 

    ７番  今 井  泰 照       ８番  太 田  一 彦 

    ９番  松 尾  道 代       10番  松 添  一 道 

    11番  大久保    進       12番  中 村  與 弘 

    13番  松 尾  幸 光       14番  川 田  保 則 

 

２．欠席議員は次のとおりである。 

   な  し 

 

３．書記は次のとおりである。 

  議会事務局長         山 田    清    書 記         山 下  研 一 

 

４．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者は次のとおりである。 

  町 長         一 瀬  政 太    副 町 長         松 下  幸 人 

  総 務 課 長         村 川  浩 記    商工振興課長         前 川  芳 徳 

  企画財政課長         楠 本  和 弘    税 務 課 長         岳 邉  忠 彦 

  住民福祉課長         朝 長  義 之    健康推進課長         河 野  政 幸 
   農 林 課 長 兼                            山 口  浩 一    建 設 課 長         吉 田  耕 治   農業委員会事務局長                 
 
                        会計管理者兼          水 道 課 長         澤 田  義 満             諸 隈  三恵子                        会 計 課 長        

  農業委員会会長  福 嶋  文 德    教 育 長         岩 永  聖 哉 

  教 育 次 長         平 野  英 延    給食センター所長         内 田    稔 
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                        企 画 財 政 課          総務課行政担当係長         林 田  孝 行             福 田  博 治                        財政管財班係長        

 

５．議事日程は次のとおりである。 

  日程第１  町政に対する一般質問 

 

      ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時   開議 

○議長（川田保則君） 

 起立願います。おはようございます。ただいまから平成27年第１回波佐見町議会定例会第

10日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりです。 

      日程第１ 町政に対する一般質問 

○議長（川田保則君） 

 昨日に引き続き、一般質問を続けます。順次発言を許します。 

 ４番 古川千秋議員。 

○４番（古川千秋君） 

 平成27年度予算においては、多くの自治体が今、国が進める人口減少と地方創生を重点施

策の一つに掲げ、予算編成されています。本町も同様に地域経済の活性化策や子育て支援、

定住対策、人材育成事業などに取り組まれることとなっており、その成果に大きな期待を寄

せるところであります。 

 それでは、通告しておりました３項目について御質問いたします。 

 まず１項目の本町の農業の再生についてであります。 

 政府は日本経済の再生に向け、その成長戦略の一つとして農業改革に着手されました。こ

の一連の改革の中で、担い手の農地集積を加速させるため、農地中間管理機構、いわゆる農

地集積バンクを設立し、農地利用の再生を初めに、農協、農業委員会改革、農地法の改正な

どを実施されてきたところであります。これらの改革は、人口減少社会への対応や地域経済

の再生、とりわけ中小企業や農業など地場産業の活性化を図り、雇用の場を確保することな

どが重要視されているところであります。 

 このことを踏まえ、次の３点について、町長の所信をお伺いいたします。 
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 農地中間管理機構による農地の集積状況と、26年12月現在、63名の方が借り受け希望をさ

れていますが、今後の貸し付け計画はどのようになっているのかお伺いいたします。 

 ２点目は、45歳未満を対象とした青年新規就農者のあっせんの取り組みと、今後担い手と

なる45歳以上の新規就農者に対する町独自の支援施策制度は創設できないかということであ

ります。 

 ３点目は、本町農業の振興作物でありますグリーンアスパラガスの作付拡大の推進と、作

付後約30年余りたつアスパラの改植などに対する町の支援制度策についてであります。 

 次に、２項目めは、町民の「幸福度」向上に向けたまちづくりについてであります。 

 全国的な人口減少と少子高齢化時代を迎え、また、人々の物質的な需要が飽和しつつある

時代の中、成長と拡大や効率性を基本においたまちづくりから、それぞれの地域の豊かさを

基軸としたまちづくりへと取り組む自治体が今増えつつあります。御承知のように、「幸福

度」とは、所得などの経済的な要素だけではなく、家庭や社会とのかかわり合いなどの要素

を含められたもので、政府の成長戦略で位置づけられています。 

 本町においても、「人と心がかよいあう 陶磁と緑のまち 波佐見」を将来像に掲げ、ま

ちづくりに取り組まれています。しかし、現状は核家族の進行や価値観の多様化、生活様式

の変化などに伴って、地域社会における人と人とのつながりが薄れるなど、地域コミュニテ

ィ意識が低下しつつあります。 

 このようなことから、地域コミュニティ意識を高め、自治会などの支援を強化し、さらに

連携を密にして、地域福祉や環境保全、伝統文化、行事などの維持継承を図るなど、地域の

「幸福度」感の向上に向けたまちづくりに取り組む考えはないかお伺いいたします。 

 次に３点目は、施政方針における窯業振興についてであります。 

 波佐見焼産業における生地業や石膏型業は、生産量の減少と従業員の高齢化などによって

大きな減少が見られることから、後継者育成が喫緊の課題とされています。その一環として、

27年度、全国から人材を公募し、後継者の育成につなげるため、中核人材確保対策事業に取

り組まれることとされています。これを契機に、現在、工業組合で取り組まれているろく

ろ・絵つけ教室の充実化を図り、伝統工芸士会・技能士会・生地組合・石膏型組合、県窯業

技術センターなどと連携して、波佐見窯業大学（仮称）なるものを設け、デザインから型起

こし、生地成形、絵つけ、焼成など、専門的知識や技法などを学ぶ恒久的な後継者育成事業

に取り組む考えはないか、お伺いいたします。 
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 以上、壇上からの質問は終わり、あとは発言席から再質問させていただきます。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 ４番 古川議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、町農業の再生について。政府は農政改革の中で、担い手の農地集積を加速させるた

め、農地中間管理機構（農地集積バンク）を設立し、農地利用の再生を初めに、農協や農業

委員会改革、農地法の改正等に取り組んでいるが、農地中間管理機構による農地の利用集積

状況と貸し付け計画についての質問でございます。 

 機構への農地集積状況ですけど、昨年５月の第１回公募から12月第３回公募まで、認定農

業者を中心に63名の受け手から、83ヘクタールの農地希望がありました。 

 一方、農地中間管理事業のＰＲや専任推進員による貸し手の掘り起こしを進めた結果、２

月現在、39ヘクタールの農地が機構に集積されており、そのうち貸し付けマッチングが成立

したものが36ヘクタールとなっております。今後はさらに各農家への事業周知を図り、貸し

出し農地の新規掘り起しを進め、担い手の農地集積を推進してまいりたいと考えています。 

 次に、45歳未満を対象とした青年新規就農者のあっせんと45歳以上の新規就農者への町独

自の支援策についての御質問ですが。 

 45歳未満の新規就農者の支援につきましては、平成24年度から始まりました国の青年就農

給付金事業を活用し、これまでにアスパラガスを中心とした新規就農者６名が経営体として

従事しています。それらのほとんどが親元就農であり、後継者として定着を目指しています。

現在のところ、Ｕ・Ｉターンの就農者が少なく、県の新規就農相談センターやＪＡ等と連携

して新規就農者の掘り起こしに努めているところです。 

 45歳以上の意欲ある新規就農者の支援につきましては、現在、給付金的な支援制度はなく、

県機関等での農業研修や機械設備導入に係る国、県の補助事業や融資等になろうかと思いま

すが、町単独の支援策につきましては現在制度化しておりませんので、今後の検討課題とし

たいと思います。 

 次に、振興作物であるグリーンアスパラガスの作付拡大の推進と今後の改植に対する町の

支援策について。 

 アスパラガスの面積は担い手の高齢化等もあって、ここ数年わずかずつ減少傾向にありま
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す。一方、ここ数年、青年農業者の新規就農の結果、活性化の兆しもあることは事実です。

町としましては、他作物と比較した場合、アスパラガスは所得向上が見込めることから、Ｊ

Ａ営農センターや部会等と連携して、意欲ある農業者への働きかけや新規就農希望者のヒア

リング等を進めていますが、ハウス建設費や資材等の高騰もあり、面積拡大は大変厳しい状

況であります。このようなことから、長期的には今後、ハウスの団地化やリース事業等も検

討していく必要があるのではないかと考えています。 

 改植につきましては、県と町の補助事業を活用した株更新を図ってまいりましたが、一定

期間収穫が中断するリスクを負うことから、積極的な改植がなかなか進まない現状で、東管

内、南管内ともに株の老朽化が進んでおり、10アール当たりの単位収量は佐賀県や県内他産

地と比較した場合、相対的に低い状況となっています。こうしたことから、現在は株の長寿

命化を図るため、有機質肥料の投与を中心とした土づくりによる収量増を目指しているとこ

ろです。 

 次に、町民の「幸福度」向上に向けたまちづくりについて。成長と拡大、効率性を基本に

置いたまちづくりから、地域の豊かさを基軸としたまちづくりへシフトしている自治体が増

えつつある。本町においても、地域福祉や伝統文化、行事などの維持継承を図るなど、地域

の「幸福度」感の向上に向けたまちづくりに取り組む考えはないかという御質問ですが。 

 日本は戦後復興から高度経済成長、安定成長を経て、国民の生活水準の向上を実現してき

ましたが、バブル崩壊以降、近年では少子高齢化、人口減少と相まって、経済の成長は停滞

し、物があふれて物質的な需要が飽和状態にあります。 

 本町においても、核家族化や賃貸住宅の増加などによる生活意識の変化や価値観の多様化

などに伴い、自治会や地域社会、近隣とのつながりに対して関心が薄れ、相互扶助など生活

上の連帯や地域コミュニティ意識が弱まりつつあります。21世紀は心と感性と存在感の時代

と言われており、心の豊かさやコミュニティを最優先し、第５次波佐見町総合計画の基本目

標である「人と心がかよいあう 陶磁と緑のまち 波佐見」を目指して、自治会や地域グル

ープなどの活動を支援し、地域活性化を図っていきたいと考えています。 

 町民の皆様の声を聞きながら、自治会における行事などの維持継承の支援を行い、地域の

連帯感を醸成することにより、伝統文化の継承や地域福祉の向上、環境保全の取り組みが生

まれてくるのではないかと考えています。波佐見に生まれてよかった、住んでよかったと思

ってもらえるような、議員が言われる「幸福度」がさらに上がっていくような町を目指して
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今後も努力していきたいと思います。 

 次に、施政方針について。 

 窯業の振興について。現在のろくろ教室・絵つけ教室の充実化を図り、各種団体と県窯業

技術センターなどと連携のもと、（仮称）波佐見窯業大学なるものを設け、デザインから石

膏、成形、絵つけ、焼成など、専門的知識や技法などを学ぶ恒久的な後継者育成事業に取り

組む考えはないかという御質問ですが。 

 まず、中核人材確保対策事業については、先の２番 中尾尊行議員の質問の中で答弁して

おりますので割愛させていただきます。 

 工業組合が事務局となって取り組んでおります、いわゆるろくろ教室・絵つけ教室は国の

補助事業で、伝統的工芸品産業振興事業として実施しているもので、伝統工芸士の皆さんが

波佐見産業の後継者育成の一環として指導を行っているところであり、事業費の一部を本町

や県も助成しているところであります。 

 御質問は本事業への充実化への取り組みについてですが、現行での伝統工芸産業の後継者

育成としての取り組みはそれなりの意義が存在し、そして、一定の成果を上げております。

業界からも現状の事業の充実化に対して、特に要望があっていない中、議員お尋ねの事業の

充実化とはどのようなものを指しておられるのか御提言いただければ幸いだというふうに思

っております。現状で不足する部分については業界団体と検討を行い、対応可能なものつい

ては進めていきたいと思います。 

 さらには、専門的知識や技法などを学ぶ恒久的な後継者育成事業として、波佐見窯業大学

校なるものの設置への取り組みについてでありますが、窯業を専門的に学ぶための教育機関

として有田窯業大学校が存在しております。ただ、有田窯業大学校は、近年は学生募集にお

いて、定数に対して応募人員がかなり少ないという現状で、平成27年度入学の学生募集を最

後に、平成28年度に佐賀大学へ移行することが決定しており、その機能を終了することにな

っております。このような状況の中で波佐見窯業大学校を設立するということは、その労力、

時間、多額の費用負担、設置後の学生募集等を考えた場合、費用対効果の面からも非常に厳

しく、現状では無理であると判断するところであり、御提案のような考えは現在のところ全

くございません。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 
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○４番（古川千秋君） 

 農業の面からですけれども、現在63名の方が借りたいということで管理機構のほうに申し

出をされてると。その中において、83ヘクタールの希望面積であるわけなんですけれども、

現在のところ、その約半分尺になります36ヘクタールが貸し付けされてるというふうなこと

でありますが、この貸し付けの実態といたしまして、その63名の方のちょっと名簿あたりも

見てみますと、確かに規模拡大を図って農業を進めていこうという志向を持った方と、要す

るに縁故関係といいますか、そういう考え方からどうしてもこれを引き受けなければならな

いというふうな義務的に借りたというふうなところの面積もあるんじゃないかという感じが

いたします。国が言う中間管理機構による趣旨の目的で貸し付けられたものは、36ヘクター

ルのうちどの程度の面積があるのか、ちょっとお教えいただきたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（山口浩一君） 

 ただいまの質問ですけれども、確かに、現在のいわゆる貸借されている波佐見町の集積状

況を見ますと、いわゆるこれまでの機構が存在する前までの状況を考えてみますと、集積と

いうのは相当進んでいったわけですけれども、改めて機構を通じてそれを再配分し直すとい

うふうな作業になっているわけですけれども、いわゆる本当に規模拡大という形でのマッチ

ング成立ということに関しましては、数字をちょっと今持ってきてないんですけれども、非

常に少ない。36のうちの十前後でないかなというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 

○４番（古川千秋君） 

 多分、おおよそ10ヘクタールぐらいじゃないかなというふうなことですけれども。やはり

どうしても規模拡大をしたいという方のもとにやはり調整をしていただいて、農地のある程

度集積を図って進めていただかないとですよ、本来の所期の目的からちょっと外れるような

ことになりますし、従来の土地の貸し借りだけに終わってしまうというふうなことになって

しまいますので。せっかくこういう多額の国からの支援を受けて、貸し手、借り手の方々の

仲介役をするわけでありますので、この辺をしっかり管理機構のほうで十分その辺を見きわ

めながら、やはり貸し手に集積されるようにその辺を十分進めていただきたいなと思います
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ので、その辺の考え方をちょっとお伺いいたします。 

○議長（川田保則君） 

 農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（山口浩一君） 

 基本的には、そういった規模拡大による農地集積を目指しているわけですけれども、その

前にといいますか、波佐見町の現状からいいますと、どんどん高齢化が進みまして、後継者

もなかなか育っていかないと、いっていないという現状から、高齢化に伴う離農、そういっ

た状況になることを当然想定しまして、いつでも受け手がいると、ある地区においてはこう

いう方が受け手としていますよということで、私たちの基本的な立場は間口を広くとっとこ

うということで、あえて規模拡大、全てということではなくて、どの地区でも受け手が存在

するということをまず整えようということで、63名というふうな数字が積み上がってきたと

いうふうに理解していただきたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 

○４番（古川千秋君） 

 多分63名のいろいろな理由があって希望もされとると思います。その中には、もう小さな

10アールとか、そういうふうな希望をされた方もいらっしゃいます。しかし、やはり中には

完全に大きな法人化された農業団体もありますし、そういうふうな方々も、できればこうい

うふうな平坦地の土地を求めて、農業の拡大をしたいという希望を持たれた団体もあります。 

 それと、現在法人化を進められておりますが、そういうふうな法人化された組合あたりに、

農事組合あたりにも集積をですね。ぜひ、そういうメンバーの方々に集積をしていくとか、

そういうふうなものを今後進めていただければということで考えております。 

 それから、先ほど町長から答弁いただきました45歳未満の青年新規就農者については、国

の手厚い支援があって、７年間という最長支援がございます。しかしながら、45歳以上の農

業者、これはある程度上限を決めなければいけないと思うんですけれども、波佐見町の農業

そのものは、これまでほとんど兼業農家が農業を私は支えてきたんじゃないかと思っており

ます。大体日本の農業も74％近くの農家が農業を支えてきたということで言われております。

波佐見町ももうほとんどそれ以上の率で農業を支えてきたんじゃないかと思っております。 

 そういうふうなことで、やはり45を過ぎて、会社あたりをリタイアして退職して、農業に
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本格的に入りたいという方々もおられるようです。そういうふうな方々が、やはり研修制度

は先ほど話が町長からありましたように、県の研修制度とか、いろいろ支援制度はございま

す。しかし、なかなか今の青年新規就農者のように年間150万近くのお金を交付していただ

けるというふうなものもございません。そのほかの自治体においても、年間30万とか、それ

とか、先ほどはＵ・Ｉターンあたりの新規就農者あたりも農協とか県あたりも呼びかけてい

るということでありますけれども、そういう方々がやはりつくにしても、やはりほかの自治

体においても、いわゆる生活が一番問題になってくるもんですから、そういうふうな面で年

間30万とか50万とか60万とか、月にすれば５万とか６万とかになると思うんですけれども、

そういうふうな研修をしながら農業にいそしんでいくというふうな制度をとったところもご

ざいます。 

 そういうふうな形で、波佐見町もできれば45歳から55歳までなのか、そういうふうな年齢

制限をして、農業を支えていく担い手をつくっていくためには、そういうふうな人たちに対

するバックアップも多分必要ではないかなと思いますが、その辺のお考えをお聞きしたいと

思います。 

○議長（川田保則君） 

 農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（山口浩一君） 

 今、議員おっしゃいましたように、確かに全国的に見て、農業以外の雇用状況が大分好転

しているとはいいましても、厳しい職種とかいろいろな面があろうかと思います。そういっ

た中で、東日本大震災も一つの契機としまして、農業へのいわゆる転職、農業の魅力を感じ

てというふうな動きも一部伝えられているわけですけれども、波佐見町にそういった流れと

いいますか、影響が今のところ目に見えてはないわけですけれども、確かに定年、60歳の定

年就農も含めまして、支援策っていうのは何らか講じる必要はあろうかとは思います。 

 ただ、そういった事例等が出てくる前に当然準備すべきとは思うんですけれども、現在の

ところそこまで余裕がないといいますか、正直、整えられていないということですので、町

長答弁しましたように、一つの検討課題とさせていただきたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 

○４番（古川千秋君） 
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 現在、青年の新規就農者にしましても、私がちょっと農林課のほうに聞きましたとでも、

24年度からスタートして、その当時24年度が３名やったですね。それから25年度が３名、こ

れはもうずっと24年度からの継続の方でありますが。26年度、もう今年度が現在５名の方が

この制度を、就農交付金あたりを受け取っていらっしゃいます。 

 しかし、この方々はほとんどが農家の後継者というふうなことになっているわけなんです

けれども、アスパラが先ほど言われましたように中心になっておりますが。やはり今後町外

からの、せっかく町のほうも定住対策とか何とかもとっているわけですので、そういうふう

なものとミックスしながら、波佐見に新たに定職されて、定住されて農業あたりに取り組む

と。そういう方々にも手を広げていくというふうなやはり仕組みが大事じゃなかろうかと思

っております。 

 やはり地方の活力というのは、基幹産業であります窯業だけではなく、農業というものも

活性化することも当然大事でありますし、やる気のある農業者が自由に活躍できるような環

境づくりちゅうのが、やはり私は行政のほうで大事じゃないかなと思っております。 

 それと、若い人、それから女性の農業をやりたいちゅう方が、そういうふうな人たちに意

欲を持つような農業に変えていくというふうなことも、やはりその仕組みづくりとして行政

がもっとＰＲして、そういうふうなものを前面に出してアピールしていくことも波佐見町の

農業の活性化になっていくんじゃないかと思いますので、そういうふうな制度的なものをあ

る程度こしらえていくことが私は大事じゃないかなと思っておりますので、その辺考えをお

持ちであれば、ちょっと御紹介いただきたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（山口浩一君） 

 やはり新規に就農しようとした場合に、もう入ってくる前から何をしたいというのをお持

ちの方も確かにいらっしゃると思うわけですけれども、そういった意味からいいますと、ア

スパラガスが本町の振興作物として先ほども話題になったわけで、質問の中でもあるわけで

すけれども。 

 やはり例えば県央とか県南とか見たときに、新しい作物を導入して、そこに若い青年農業

者が参入しております。御承知かと思いますけれども、そういった地域ではレタスですね。

それからミニトマトを中心としたそういったトマト類の作物。これまでなかったような、県
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内では作物に取り組んで活性化されてるということで、ある意味、波佐見町でアスパラはも

ちろん継続して振興していくべきだと思うわけですけれども、アスパラに次ぐ振興作物とい

うのをやはり考えていく必要があるんじゃないかなということで、今ちょうど手探り状態と

いいますか、来週ちょっと説明会をするんですけれども、新しい作物をやはり検討していく

べきだろうということで考えてはいるところでございます。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 

○４番（古川千秋君） 

 新規就農者につきましては、やはり今後検討もするということで答弁いただきましたが、

今後、45歳以上を含めて、担当課のほうでもいろいろな制度的なものを、大きな金額を要す

るものじゃないわけですので、やはり農地の心配をしてある、それから住まいを心配してあ

る、それとか生活費の一部ですね。先ほどから窯業のお話も出ておりましたが、他自治体の

いろいろな事例を参考にしながら、農業後継者をつくって切磋琢磨してつくっている自治体

もあります。そういうふうなものを参考にしながら、そういうふうな制度をつくり、また波

佐見のほうに新たに定住してくる人たちに対しても、町の広報紙なり、ホームページあたり

でも十分もっとＰＲを、アピールをしていくべきじゃないかなと思っております。 

 それから、アスパラにつきましても、先ほどありましたように、作付がなかなか、10ヘク

タール程度と言われとったのが、現在8.9ヘクタールぐらいまで多分なってるのかなと思っ

ております。耕作者の方も48名程度でありますが、やはり昨年はちょっと、26年産はちょっ

とこの波佐見のほうは収量がかなり東彼３町のほうでは悪いようでありました。しかし、何

といいましても、農業所得から考えれば、このアスパラの所得ちゅうのは大きいわけでして、

後継者もそこにあるのは、やはり手短に見るもの、手本となる補助もあって、アスパラに取

り組みやすいという環境があります。そういうふうな面からも、もう少しアスパラに取り組

みやすいような状況の環境をつくってやるということも大事ですので、ぜひ、アスパラ部会

あたりにその辺を積極的に働きかけをしていただきまして、拡大と新規の掘り起こしをお願

いしたいなと思っております。 

 先ほど、改植の話がありましたように、やはりどうしても長寿命化を図るっていいまして

も、波佐見は反収が落ち込んできております、ずっとですね。課長からも先ほど話がありま

したように。それで、やはり現在の既存のハウスを持ちながら新たに拡大するとなりますと
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国の補助がいただけますけども、補助の対象になりますが、やはり規模拡大じゃなくって、

いわゆる改植でのハウスをつくるということになれば、全く今のところ制度的に補助がない

というふうなことでありますので、その辺のつなぎとして、どうしてもそういうふうな制度

が欲しいなということであります。500万も600万も今ハウスが反当たりしておりますので、

その辺もう少し格安でハウスもできるというふうなことでも聞いとりますので、ぜひ改植あ

たりも、この辺も助成の制度あたりを考えていただきたいと。先ほどはリース、またはハウ

スの団地化というふうなこと申されましたけども、リースも一つの手だてだと思いますが、

その辺を方針を出されて、拡大に向けて推進をしていただきたいと思いますが、その辺の考

え方をお聞きしたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（山口浩一君） 

 やはり10町が９町切るぐらいの今規模に少しずつ減っております。ちょっと先ほど申しま

したけれども、おやめになった方のハウスの資材を新しい若い人が引き継いで、いわゆる経

費節減ということで、安価な設置で始められた方もいらっしゃるわけですけれども、それは

基本的にこれからの方針としましては、そういったものが継続していかれるように推進して

いきたいとは思っております。 

 ハウスの長寿命化という補助事業もありますし、今、議員が言われました改植等も制度的

には補助事業があるわけですね。先ほど申しましたように、26年度においてはその事業に取

り組む方がいなかったと。先ほどの理由が主としたものではございますけれども、制度的に

はありますので、活用はしていただきたいというふうに考えております。 

 また、拡大の方向につきましては、当然アスパラの部会のほうも、やはり兼業であろうと

小規模の形ででも相当な収入になっていくのでということで進めておりますので、例えば10

アール程度の小規模なスタートからでもいいということで、当面はそういった推進は一緒に

図っておりますので、これから御提案のほうも参考にさせていきたいと思います。ありがと

うございます。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 

○４番（古川千秋君） 
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 改植の制度もあるということですので、ハウスに対する支援措置があるのかですね。改植

のどのようなものに対する助成措置があるのか。私がちょっと聞いたとによれば、改植に伴

う、例えば今10アール持っとって、新たに10アール拡大する分に対しては、ハウスの新設に

なりますので対象になるけれども、10アール持っとって、10アール新たにつくって、10アー

ルをまた新しく建てた後に潰すということであれば、それは対象になりませんよというふう

なことでありますので。 

 同じハウスで改植するということになりますと、やはりそこに生産量が落ちますので、そ

この場所には、既存の場所にはされないというふうなことで、そこのリスクをもってなかな

か改植も進んでないというのが現実ですので、その辺をちょっとあればお教えいただきたい

と思います。 

○議長（川田保則君） 

 農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（山口浩一君） 

 実際、細部にわたって言いますとそういうことになりますので、投資と効果の面で、当然

２年ぐらい、一、二年は収量が落ちますので、その辺についての制限はあろうかと思ってお

ります。 

 ですから、土地がある方は新植という形でできるとは思うんですけれども、それにしても

新しいハウスの建設費がかかるということで、非常に苦しい立場で、その辺のジレンマとい

いますか、そういう中で現状では既存の長寿命化を図ると。株の老齢化があるけれども、い

ろいろな管理とか肥培管理で、ある程度の収量も確保されるということでとってらっしゃる

方も当然いますもんですから、その流れに今どうしてもなってるというのが現状でございま

すけれども、その辺のこれからの長期的なっていいますか、方向性については、部会等と一

緒に協議してまいりたいと思っております。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 

○４番（古川千秋君） 

 アスパラの施設園芸のやはり推進を図っていくことによって、収益性の高いものにつなげ

ていって、後継者づくりをしていくということも大事ですので、ぜひそういうふうに取り組

みをお願いしたいと思います。 
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 それと、先ほど申し上げますように、新規の後継者づくりにつきましては、そういうふう

なことで制度あたりも十分検討されて、今後やはり波佐見町が、ことしから27年度からは中

古住宅の改築あたりも手がけていくということでもございますので、そういうふうな定住対

策の制度とマッチングさせて、新規就農者の掘り起こしに努めていただきたいと思います。 

 次に、「幸福度」向上のまちづくりについてなんですけれども、昨日の６番議員と13番議

員の介護保険制度あたりについて、町長のほうから答弁もいただいて、地域包括支援ケアシ

ステムの構築を平成29年度ぐらいまでに進めていくんだというふうなことでありました。ま

さに、そういうふうなものが今から本当に大事になってくるというふうなことではなかろう

かと思っております。 

 特に町長の答弁でありましたように、自治会の活性化を図っていくんだということであり

ます。やはり「来なっせ」といいますか、波佐見再発見塾にしましても、教育委員会で取り

組まれております自治公民館活動の発表会あたりが、指定公民館になって活動発表なされて

おりますが、まさにそういうふうな公民館活動あたりにしましても、それぞれの自治会の中

に部会をつくって、それでそういうふうな福祉からいろいろな活動、組織をつくられて、自

治会を充実化を図っていくというふうなことを取り組まれております。 

 もう私もごく最近の話ですけれども、多分町長あたりもずっとわかっておられると思うん

ですけれども、五島市の奥浦地区ですかね。五島市、これは1,100人ぐらいの地区やったん

ですけれども、ここにおきましても国土交通省からの指定を受けて、日本一の「幸福度」を

目指していくんだというふうなことで、小さな拠点づくりという事業にも取り組まれており

ます。ここでも、保健福祉部会、防犯防災部会、それから自分たちの地域を振興するんだと

いう地域振興部会とか、そういうふうな部会を自治会の中に組織をされて、要するに日常、

仕事をもうリタイアされた65歳以上の方々が中心になって活動をされておられます。 

 そういうふうなことを今から、私はもう65歳以上になっても70歳になってもですよ、元気

な高齢者の方が毎日のようにグラウンドゴルフなんかされておるわけなんですね。そういう

ふうな方々に一役担ってもらうということは、私は大事だろうと思うわけですね。ぜひ自治

会の活性化につなげていけるような、そういう地域の「幸福度」を上げていけるような行政

からぜひ働きかけをしていただきたいなと思っております。やはり地域には人っていう立派

な資源があるわけですので、そういうふうなものを活かしていくということにつなげていた

だきたいと思っております。 
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 特に、今回、波佐見町の東地区におきましても、今までせっかく買い物する場所ができた

んですけれども、そういう場所がなくなりました、今度ですね。そういうふうな中で、非常

に買い物弱者といいますか、そういうふうな方々、通院したい方々を自治会がバックアップ

して、例えば１時間、誰々が何ちの日は誰が行くとかして、自治会のほうから油賃だけは払

うようというふうな、いろいろな仕組みをとった自治会もあるようです。そういうふうない

ろいろな事例をもとに、今後、地域のコミュニティを高めるための施策をぜひ進めていただ

きたいなと思いますので、その辺のお考えを、回答いただきましたけども、もう一回お願い

したいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 副町長。 

○副町長（松下幸人君） 

 「幸福度」を実感するようなまちづくりということでって御提案ですけども、我々の行政

の目的がそのような地域社会をつくることが、これはもう大きな目的であるわけです。今、

そのような形で、行政がやることについては先行してやってるわけですけども。今、毎月１

回、自治会長会を開いておりますが、その中でもそういった地域でいろいろなことをやるよ

うな動きというのが今出てきているようであります。 

 ですから、おっしゃるように、住んでよかったと言えるようなそういう環境をつくってい

くように、我々も支援してまいりたいというふうに思いますし、そういう先進地あたりの事

例あたりを勉強しながら、自治会とともに勉強してまいりたいというふうに思っております。 

 やはり団塊の世代が今、65歳、66歳、68歳というような、そういう60歳の後半のときを迎

えられておりますので、こういった人たちの今までの経験、知識を生かした地域づくりがで

きるような形で、今後とも研究をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 いろいろな形で、自治会制度それから自治公民館制度あたりは、やはり波佐見町全体の中

での各自治会の特性に合わせて、歴史文化、伝統的なものを継承していくという中で、非常

に理想的な体制が整っていると。 

 しかし、22の地区には22の顔があるというような思いをいたしております。だから、町と
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しては全体的に22の地域、郷に対しての基本的な考え方でするわけですけども、ある面では

もうそこそこの、地域は地域の実状に合わせて自分たちの特性を生かした、そういう地域の

コミュニティのあり方とか、そういう自治活動とか、そういうものが一番大事なことではな

いかなというふうには思っております。 

 今、発見塾も、ずっと今回は三股を中心としたやり方。そしたら、また農業を中心とした、

そういうふうに新たな発見の、外の目から見て改めて地域の人が気づくというふうなことも

ありますし。僕は鬼木に行きますと、すごいですね。若い人たちがもうどんどん鬼木に住み

たかけんというような、戻ってきていらっしゃると。みんなは今までは、ちょっとやはり辺

地から便利なところにというような方やったんですけども、そういう愛郷心といいますか、

そういうものが非常に鬼木の郷の運営といいますか、イベントの組み方といいますか、そう

いう中で、若い人、自分たちもやっぱり戻ってきてる件数が結構多くてですね。だから、そ

ういう事例を出しながら、やはりそれぞれの郷の特性をさらに引っ張り出して、そして自分

たちの郷の運営をうまくやっていけるような、そういうことも一緒になって協議をしていき

たいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 古川議員。 

○４番（古川千秋君） 

 ありがとうございます。ぜひそういうふうなことで進めていただきたいと思います。 

 町長が先ほどおっしゃいますように、22地区、同じシステムで同じやり方で進めていくと

いうのはそれは無理だと思います。それぞれの事情を抱えております。 

 ただ、やはりこの地域包括支援ケアにしましても、恐らく22部落一斉にスタートできるも

のではございません。多分、恐らくそれぞれの自治会で特徴がありますので、やはりそうい

うふうな中にいろいろなものを組み合わせながら、自治会の活性化というのをやはり発展さ

せていかなければならないんじゃないかと思っております。 

 佐世保市のこれも新聞に載っておりましたが、佐世保市の相浦地区でも、自分たちの地域

に町の便利屋さんというふうな形で団体ができて、いろいろな高齢者、弱者の方々を支援す

るいろいろなサービスをされております。その一部は、建設会社の方が、お金、経済的な面

でも支援をされてるというふうな、活動費にされてるということも聞きます。そういうふう

な事例もあちこちありますので、今後そういうふうなものを一つ参考にされて、自治会の活



 -239- 

性化を図って、「幸福度」向上に向けた町を進めていただきたいなと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

 それから次の３点目の、私は波佐見窯業大学って仮称を使いましたけれども、そういうふ

うな例えば観光大学って以前も言ってましたけれども、短期的なものと長期的なものもあり

ます。私が言ってる有田窯業大学的なものじゃなくって、やはり１年なり半年なりでも技術

を磨きたいと。そういうふうな方々がやはり波佐見で後継者をつくっていくために、専門的

知識を学ぶためのろくろ・絵つけは伝統工芸士の方が今、一生懸命になってしていただいて

おります。しかし、そのほか、先ほどありましたように、石膏とか生地、そういうふうな面

でも指導をきちんとしていただける人がおられるわけですね。もう生地業を廃業されて、も

う70代の方なんか、外型とかへらとかいろいろですね。削るものとかをつくるそういうふう

な技術とか、いろいろなそういうふうなものを教える、そういうふうな窓口を何とか大学じ

ゃなくても結構なんです。そういうふうな後継者育成の仕組みをぜひ、このろくろ、絵つけ

教室というふうなものじゃなくて、窓口を広げた中での後継者育成の場の、いわゆる制度的

なものをつくっていただければなというふうなことでございます。 

 当然、今、国の伝統工芸士の指定の中で波佐見焼が受けておりますので、ろくろと絵つけ

だけじゃないと思います。生地、結わえあたりも、当然石膏型にしましても、伝統工芸の中

の一つでございますので、その事業の対象になるわけではありますので、その辺も含めた包

含したところでお願いしたいなというふうなことで、私は考えているところであります。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 伝統的工芸品産業振興事業につきましては、工業組合が窓口となって事業に取り組んでお

りますので、先ほど申された生地業あるいは石膏、そのほか窯業関連事業がこの事業の対象

になるのか、こちらのほうではちょっと把握をしておりませんので、そこを確認しまして、

また事務局がそういった取り組みができるのか等も話をしながら対応を研究させていただき

たいと思っております。 

 ただし、生地業につきましては、先日から申しましたとおり、中核人材育成事業の中で取

り組んでいきたいと思っておりますので、そういった中で、そのような方がまた専門的な知

識を広げたいということであれば、窯業技術センターとかほかの研究機関もございますので、
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そういったものを自由に開放、ある程度連携がとれれば技術の伝承といいますか、技術の研

さんには励んでいただけるものと理解しておりますので、そのような協議を進めていきたい

というふうに思っております。 

○４番（古川千秋君） 

 これも多分、今回取り組まれます後継者事業がまだ十分煮詰まってないということでござ

いますので、これも３年は十分確実にできるであろうと。まあ５年を目標にちゅうことでご

ざいますので、それを一つのベースにしながら、波佐見町独自のそういうふうな後継者育成

事業が生まれてくれればいいなと思います。 

 ただ、やはり先ほど言いますように、生地屋さんとか何とかでも、もう既に70代でリタイ

アされた方が、今でもある若い生地屋さんのところに技術指導に行っていらっしゃる事例も

私も聞いております。そういうふうなこともありますので、ぜひそういうふうな埋もれた人

材がおられるということでございますので、この中核人材確保対策事業においても、そうい

うふうな人材の方々の活用もぜひ考えていただきたいと思います。 

 以上、質問を終わります。 

○議長（川田保則君） 

 以上で、４番 古川千秋議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。11時10分から再開します。 

午前10時56分 休憩 

午前11時10分 再開 

○議長（川田保則君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次は、１番 百武辰美議員。 

○１番（百武辰美君） 

 それでは、通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 まず１点目は、職員採用についてです。 

 近年、定年退職者が多く、職員の年齢構成が大きく若年化していくことが予想されます。

特に、昭和35年から45年生まれの職員の数が少なく、これからの５年間で大きくバランスが

崩れることになります。行政サービスの質を維持するためにも、できるだけ年齢構成のバラ
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ンスを保つことが重要と思うが、今後、平成25年度に技術職員のときに行った民間経験者の

採用のように、一般行政事務にも拡大していくべきと考える。平成27年度以降の職員採用に

ついての考えはどうかお伺いいたします。 

 ２番目は、職員の人事交流についてです。 

 現在、県との人事交流において、波佐見町から１名を県に派遣し、県からも１名派遣され

ております。職員の資質向上のために他の自治体に出向して、研さんを積むことは重要なこ

とだと考えます。人事交流の人数を増やして、職員の研修の機会を多くしていくことは考え

られないか。また、県内の他市町との人事交流は考えらえられないか。特に、広域行政にか

かわりの深い東彼杵郡内の他町との交流も有効な方法だと思う。今後の職員の人事交流につ

いてどのように考えておられるか質問をいたします。 

 以上、壇上での質問を終わります。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 １番 百武議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、職員採用について。近年、定年退職者が多く、若年化していくことが予想されると。

行政サービスの質を維持するためにも、バランスを保つことが重要と思うが、平成27年度以

降の職員採用についての考えはどうかという御質問ですが。 

 議員御指摘のように、本町職員105名の年齢構成を見た場合、年齢層ではばらつきがある

ことは事実であります。勤務年数を約40年と仮定したときに、職員数が約100人ですから、

一年齢にすれば2.5人が平均ですが、特に少ない44歳から53歳までは1.8人となっています。

これは30年以上前からの経過で、それまでの行政需要やその後の行政改革等に伴う職員の採

用手法の変遷によるものです。 

 平成26年４月に採用した民間企業経験者の職員については、土木等の技術を保有する職員

の構成にも偏りがあったため、幾らかでも解消する目的で行ったものであり、今後その効果

が期待されるものであります。 

 現時点においては、専門的知識や技術を有する職員の部門において、必要に応じてこの方

法を実施する場合はあるかと思いますが、一般行政事務職について同様の方式を拡大してい

く予定はありません。年齢構成のバランスを保つことは理想的なことでありますが、職員の
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層が薄い部分があっても、若手職員の登用などで対応していきたいと考えています。 

 また、27年度以降の職員採用については、欠員が見込まれる場合は採用を図っていきます

が、年齢構成にも十分配慮しながら、かつ、本町にとって本当に求められる職員の採用に努

力してまいります。 

 ２、職員の人事交流について。職員の資質向上のために、他の自治体に出向して研さんを

積むことは重要なことだと。人事交流の人数を増やして職員の研さんの機会を多くしていく

ことは考えられないのか。また、県内の市町村との人事交流は考えないのか。特に、広域行

政にかかわりの深い東彼杵郡内の他町との人事交流も有効な方法だと思われる。今後の職員

の人事交流についてどのように考えているかという御質問ですが。 

 職員の人事交流により、他の地方公共団体等に在職することは、先進的行政手法を実地で

学んだり、異なる観点で地域の行政を捉え、幅広い視野を養うこと、また、他団体の職員と

の交流や情報交換による相互交流や人的ネットワークの構築などを目的として行うもので、

非常に意義のあることでもあります。 

 本町の在職職員におきましても、平成７年以降７名の職員を長崎県などの団体に派遣して

いる実績があります。派遣の方法は、町からの派遣のみの割愛と、町と相手方から派遣受け

入れを伴う交流の方法があり、これまではほとんど割愛の派遣ですが、人的費用的負担もあ

り、25年度からは交流による派遣を行っております。本年度末には１名の派遣期間が終了し

ますので、希望を募り、さらに１名を県に２年派遣するよう決定しております。 

 派遣先については、経験のある職員の意見等を考慮しても、上部団体への派遣が効果的で

はないかとの判断から県への派遣を主体に考えています。また、国の機関との職員交流制度

もありますので、職員の希望を募りながら、受け入れる側の環境が整うようであれば、活用

してまいりたいと思います。 

 近隣市町にありましては、佐世保広域市町村圏組合への派遣に１名の実績があるのみで、

ほかはありません。御承知のとおり、郡内の人事交流も想定はされますが、これまでに他の

２町と実施に向けた協議をした経過はなく、必要性や実施した場合の効果、相手方の意向等

も伺いながら検討していくべきだと考えています。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 
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 それでは関連の質問をさせていただきます。 

 今お答えのように、技術職は２名を採用していただきました。一般行政事務については、

内容と実務的なこともありますので、我々にはわからないところもあるでしょうが、配慮し

ながらということですから、採用できるところがあればということと理解をして、できるだ

け採用を進めていただきたいなと思いますが。 

 さて、近年退職者が多くということで申し上げましたが、実状をちょっと確認をしたいん

で、過去５年程度の新規採用者の数と退職者の数が分かればお知らせをいただきたいと思い

ますが。 

○議長（川田保則君） 

 副町長。 

○副町長（松下幸人君） 

 近年の退職者の数については、総務課長のほうから後でお答えしますけども、技術職を平

成26年の４月に２名採用しました。これは答弁にもありましたように、技術職の年齢構成の

間にもちょっと偏りがあったということと、それから近年は、昔のことを言えば、平板持っ

て、テープ持って、ポール持って職員が行って、一緒に測量しながら設計を積み上げておっ

たんですね。当時は事業量も少なかったんで、そのような対応で済んだんですけども、最近

はやはり事業量も多くて、コンサルに設計を頼むという機会が多く発生してまいりますので、

そういった測量とか、ゼロからの積み上げといいますか、そういう仕事になかなか対応して

ないということもあって、技術力の低下といいますか、そういうことも若干あるんじゃない

かということで、民間におったそういった技術を持っておる職員を採用する必要もあるとい

うことで、技術職を採用いたしました。 

 技術職というのは土木職に限らず、例えば保健師、管理栄養士、看護師、そういった技術

を持ってる人については、民間で働いていた人を中途採用する方法もあるわけですけども、

一般事務職につきましては、もうオールマイティーにどこの仕事もせんばいかんということ

で、長年、20年以上30年近く民間で働いておった人を事務職として採用するのはどうかなと。

ちょっと立場が全然違いますんでね。そういった意味から事務職にしては中途採用をしてい

ないというのが現状なんですね。 

 ただし、新規採用する場合においては、今、30歳未満ということで大卒の場合はしており

りますので、何年かの民間での経験あるわけですね。かえって二、三年ぐらいの民間経験者
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のほうがいいのかなというような感じも持っておりまして、そういうふうにして採用年齢を

若干上げてるというのが現状であります。 

 以上です。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 近年５年間程度の退職者と新規採用者の数の状況でございます。まず、年度の途中での退

職あるいは年度の途中での新規採用というものもありますので、その年度内の人数というこ

とで御理解いただきたいと思います。 

 まず、退職者のほうでございますが、27年の３月までには１年間で６人。26年の３月まで

に８人、25年の３月末の段階で７人、24年の３月までで２人、23年の３月の段階までに６人、

合計の29人ですね、５年間で。 

 それから、新規の採用のほうでございますが、ことしの４月、27年の４月に一応５人を予

定しております。それから、26年の４月に９人、25年の４月に５人、24年の４月に６人、23

年の４月に８人、合計の33人でございます。合計で29と33と数字が合わないんですけれども、

これはもう３月末までの退職、それから４月からの採用ということで、前年との数値の誤差

がありますので、おおむねこれまで105人の職員の数をキープする形で、退職と採用の数字

の調整を大体行っております。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 年齢構成のバランスが崩れるということで申し上げましたが、それでどんな影響があるか。

影響がなければ別に問題ないわけで、若い人は頑張ってくれるものと思いますが。職員の年

齢構成が偏ることで不都合な点、どういうことが考えられるか、わかればお知らせをくださ

い。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 年齢構成が偏るということでの不都合な点ということですが、大きく不都合な点があると
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いう考えはいたしておりません。ただし、実際の状況から申しまして、年齢層が平準化して

いる場合と比較をすれば、経験が浅い段階での職務、いわゆる係長、課長等の職務を担当す

るということになったり、あるいはそういった職員が、課長とか係長、同一の職務を長く担

当するという実態が出てくると思います。係員に関しては、当然異動がありますから、同じ

部署に長くというのはそれなりだと思いますが。 

 逆に考えれば、少しきつい面はあるかもしれませんけれども、若いときから大事な仕事、

あるいは責任を持った仕事を担当をするということがありますが、後輩の指導をしたりとい

うこともありますけれども、多様な経験ができるということで、プラス面に考えれば、本人

にとってはプラスになる可能性もありますということ。それから、そういったことは個人差

もあると思います。若いときから重要な仕事を担当させられたということが精神的な負担に

なるというリスクも排除はできないと、その程度のことは考えられるかなと思っています。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 まさに今おっしゃるとおり、その人の能力にも関係あるんでしょうが、若いときに管理職

になれば過度な負担がかかるという可能性はありますよね。だから、その辺を我々が一番注

意しなくちゃいけないところでございますが。でも、年齢構成が変わるということで、アバ

ウトに言いましてもよくわからないところがありますから、実は年齢構成についての資料、

わかるのが毎年発表されている。波佐見町の給与、定員等の管理についてというところに、

構成についてのこのグラフが載っております。これについては４歳ごとに区分を設けて、例

えば56歳から59歳、52歳から55歳という段階的に数値をまとめてあらわしてあります。 

 管理職の場合は、ここにおらっしゃるメンバーほとんど52歳以上ですから、この二つを比

較をしてみました、足してですね。52歳から要は59歳までの比較をしてみたんですが。実は、

平成24年と25年はもう確定値ですから、これは確定値です。平成24年には、52歳から上の職

員の方が何と31人いらっしゃいました。それから、平成25年度が25人いらっしゃったわけで

ございます。それで、26年度以降は僕が調べたんで若干ちょっと変わるかもしれませんが、

大きな差じゃありませんので御理解いただきたいんですが、ことしは多分21人いらっしゃる

と思います、52歳以上の方がですね。年々減ってきまして、27年、28年、29年、30年にはこ

れが、52歳以上が14人になります。このまま退職者がないと仮定して、一番少ないときが平
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成32年度の10人というところまで、もう退職者がない、途中に入るとがないと仮定すれば10

人という数字が推測をされるわけであります。その中で、この間25年度に２人を入れていた

だいたのは非常に大きなところかなと思いますが。 

 技術職でありますが、中途の社会経験者を受け入れたのは建設課と水道課ですよね。今ま

であんまり皆さん経験のなかった途中に、経験職のそれなりの年齢の方が入ってきて１年ぐ

らいたったわけですが、入ってこられて、いいところもあればまずいところもあったと思う

んですが、全体的に所感をお二人の課長にお願いをしたいんですが、よろしくお願いします。 

○議長（川田保則君） 

 建設課長。 

○建設課長（吉田耕治君） 

 建設課のほうに１名来ておりますけれども、まずもってよくやってるなというふうに考え

ております。 

 それから、基礎ができてるものがございます。実質的には、ただ行政が１年目ということ

でその辺がちょっと戸惑いがあった事実もございますけれども、総体的にはよくやったとい

うことで考えております。 

 以上です。 

○議長（川田保則君） 

 水道課長。 

○水道課長（澤田義満君） 

 水道課も１名、現在、水道の施設係に配属をされて従事をされております。業務について

も社会経験があるということで、即戦力として施工監理ですかね、あるいは施設の管理につ

いても現在十分対応されておりまして、係の中でも経験者としての、社会人としての見解な

りを示しながら、スタッフ一同チームを組んで円滑に今現在従事をされてる状況でございま

す。うまくいってるということでございます。 

○議長（川田保則君） 

 副町長。 

○副町長（松下幸人君） 

 初めての経験で、途中から入ってきたということで、職場においては違和感も当初はあっ

たろうかと思いますけども、しかし、うまくなじんで、受けるほうも入ってきたほうもうま
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くやっているというふうに思います。 

 先ほどちょっと話をしましたように、いろいろな資格も持って、技術もかなり高い技術も

持ってますので、若手技術者の指導もするようにということで言ってるところであります。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 頑張っておられるということで安心をしました。 

 さて、このバランスが崩れて、さっきも申したように管理職等々の年齢が減るわけです。

やっぱり減るっていうことは、どっかで補完をしてやらなければならないと思うんですが、

その補完の役割を今重要に果たしていただいてるのが、再任用の方の役割かなということで

認識をしてるわけでございますが。 

 さて、関連で、この再任用の方についてお伺いをしますが、現在、25年度に条例化されて、

26年度からということでございますが、現在の再任用の数とどういう仕事をされているのか

ということと、また、次年度も再任用の予定があると思うんですが、人数あたりをお聞かせ

いただければと思いますが、よろしくお願いします。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 25年度から運用を始めました再任用の制度でございます。26年度におきまして、２名の再

任用職員がおります。１名は総務課の行政の担当のほうに、それから１名は住民福祉課の戸

籍係の担当のほうに配属をいたしておりまして、それぞれ所管の事務について、全体的な、

総括的なもの、あるいは個別の業務のものについて担当していただいております。 

 失礼しました。次年度の予定ですね。ことしの27年の４月からの予定でございますけれど

も、再任用の職員は一応２名を予定をいたしております。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 今この再任用の制度を見れば、１年ごとに最長５年までということで条例ではなってるよ

うでございますが、再任用を受けるに当たっての事務的流れですね。例えば、希望をとると
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かあるいは申し出があるとかですよ、その辺はどういうふうな手続なんですか。もし、ほら、

２年目とか３年目で再雇用されたいときにはどういうふうな手続をとって雇用されるのかっ

ていう点も含めて御説明をいただきたいと思いますが。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 再任用の任用の方法は、まず定年退職をされる方に対して意向の調査をいたします。本人

の意向が、もし再任用を希望しますという意向があれば、その意向に基づいて審査会を行い

ます。審査会で再任用を決定しましょうということになれば、決定した通知を本人にやりま

す。本人に通知をやって、再度、再確認ですね。再任用を受けるかどうかの確認をいたしま

す。その後に配属先なりを決定をして、本人にまた通知をする。それから、２年目以降につ

きましても、再任用の更新は基本的には１年が雇用の期間となっておりますので、再度それ

を更新する際には、その時点でまた本人の意向を確認をして、同じ手続をとるということに

なります。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 そしたら、もし２年目に継続したければ、またそのときに意向調査をして申し出れば、審

査ぐあいで２年目もオーケーということでしょうが、例えば、上の、52歳以上の業務の補完

ということになれば、採用するときに、ことしは例えば、職員の意向にかかわわらず人数を

制限されてるのか、そういうんじゃなくて、意向をとって、５人おれば５人というふうな受

け入れの方針なのか、その辺はいかがですか。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 まず意向をとって確認をすれば、その意向に対して審査をするんですけれども、あくまで

も任用をするかしないかについてはその審査の中で決定をします。それから、希望をしても

任用されないという場合もありますし。それは審査会の中で審査をするということで、本人

の意向が大前提ではありますけれども、そういう場合もあり得ますよと。 
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 ただし、再任用の基本的な目的そのものが、いわゆる雇用と年金の連携というものが基本

的なスタンスにありますので、そこは審査会の中でも当然基本的な考え方のコンセプトに入

っているということになります。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 もちろんさっきおっしゃった再任用の制度が雇用と年金の接続という意味で創設されたと

思うんですが、最近は別の意味で考えればですよ、上の52歳以上がいないというところはよ

その町村でも一緒でしょうから、そこの抜けた経験値の部分を補うというのも重要な役割に

なってきてるのかなというふうに理解してるわけでありますから、再任用を積極的にという

わけにもいかんでしょうから、できるだけ先輩方の能力をかりて行政を円滑に行うようにと

いうのは非常に重要なことだろうと思うんですが。 

 今後、再任用について、もしできるだけ多くいてくれたほうがいいと思うんですが、その

辺、今後の再任用については町長、どのような取り扱いでいこうかなとお思いですか。人数

を増やす、適任者がおれば増やすというのか、その辺がちょっと知りたいんですが。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 やはりほとんど定年退職される方は課長経験で、あらゆるジャンルのことには精通をして、

また人心掌握あたりも非常に、もうほんと貴重な存在ですね。いぶし銀のようなそういう感

じを思っておりまして、１年じゃなくてずっとおってくれとかですね。ぜひやはり、そうい

うふうな意向がある人は十分活かしながら使って、次の人材育成には一番いい形ではないか

なというふうに思っております。もうほんと仕事のそのことだけじゃなくして、同じことで

も幅広い見方、考え方を持って、そしてよりベターな選択ができるということにおいては、

やはり非常に安心できるなという思いをいたしております。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 よろしくお願いします。一つ危惧されるのが、一番少ないときが10人ということで、もう
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35年度に10人ということで申し上げましたが、聞くところによりますと、以前もこういう事

態があって、40歳代の課長もおられたということでお聞きをしておりますんで、まあ、そう

心配することもないかとは思うんですが。 

 でも、当時よりは住民自体の人口構造も変わってますから、高齢者が多くて働き盛りが少

ないというところもありますし、行政事務自体の内容も当時と大分変わっておりましょうか

ら、うまくいかないというところも想定されますんで、ここは想定のところで申しわけない

んですが、仮に若手の40代の管理職がいないとなったときに、制度的に再任用をされた方が

課長職になれるのかっていうのをちょっと確認をしときたいんですが、制度的にいかがです

か。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 そのことにつきましては、条例もしくはうちが設定をしております再任用に関する事務取

扱要綱、そういったものの中には管理職に登用することはできないという規定はありません。

しかし、国家公務員の再任用に高齢者雇用推進に関する方針というものが出ておりまして、

これは平成25年に改正がなされた中で、これはあくまでも国家公務員ですけれども、本府省

の局長、部長、課長等には再任用職員を任用しないということが盛り込まれております。こ

れは25年に改正をされてなっておりますので、何がしかにつけ国家公務員に準ずるという運

用の仕方を町もしておりますので、基本的にはその方針を踏襲すべきだろうということにな

りますので、そうすると、管理職への登用は再任用職員はしないという方向になるかと思い

ます。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 今の解釈では、国に準用すれば再任用者を課長にすることはあり得ないと。あり得ないと

いうか、準用すればできないっていう解釈だろうということでございますが、その辺も状況

を見ながら整備をされていくと思うんですが。 

 もう一つ、それができないなら、もし苦肉の策で、課長をあけるわけいかんでしょうから、

一つ、波佐見町の職員の定年等に関する条例の中で、定年による退職の特例っていうのがあ
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ります。これを読めば、特別な事情があれば１年単位で最長３年までということで、定年を

延長することができるとありますが、さて、この特別な事情というとが、課長、管理職がい

ないのに当てはまるかっていう条例の読み方なんですが、ちょっと特別な場合、読みますね。 

 その条例の４条には、任命者は定年に達した職員が第２条の規定により退職すべきことと

なる場合において、次の各号いずれかに該当すると認められるときは、その職員に係る定年

退職の日から起算して１年を超えない範囲で期限を定め、その職員を当該職務に従事させる

ために、引き続いて勤務させることができるとあります。この特別な事情が、１、該当職務

が高度の知識、技能または経験を必要とするものであるため、その職員の退職により公務の

運営に著しい支障が生ずるとき。２、当該職務にかかわる勤務環境、その他の環境条件に特

殊性があるため、その職員の退職による欠員を容易に補充することができないとき。３、当

該職員を担当する者の交代がその業務の執行上重大な障害となる特別な事情があるため、そ

の職員の退職により公務の運営に著しい支障を生ずるときとあります。 

 果たして、この各号が、管理職が不在だからこれを適用しますということに当たるかどう

かという今の総務課長の条例の読み方は、ちょっと御見解を聞きたいんですが、よろしくお

願いします。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 私の見解でよろしゅうございましょうか。 

○１番（百武辰美君） 

 はい。 

○総務課長（村川浩記君） 

 ということであれば、一般的な見解は別にしても、いわゆる高度の知識、技能、経験それ

から勤務条件に特殊性があるため。それから容易に補充ができない。それから業務の遂行上、

重大な障害。この規定そのものは、恐らく極めてまれなケースを想定したものだろうと思い

ます。今後考えられるようなことが出てこないとは限りませんけれども、通常の、一般的に

考えれば定年退職で、数が少ないがために、定年退職した職員を再度延長をするということ

には当たらないんじゃないかと、私はそういうふうに解釈します。 

○議長（川田保則君） 
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 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 今の二つはそうならないとは思いますが、そうなったときにはどうなるのかなというとこ

ろで、我々も勉強しとかなくちゃいけないので質問いたしました。若手職員が伸びてくるの

が一番と思いますんで、期待をしております。 

 それでは、人事交流のほうに移りますが、人事交流の形態、割愛とか交流とかっていうと

ころで御説明をいただきましたが、もう少し詳しくどういう形態があるのか、もうちょっと

わかりやすく御説明をお願いしたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 まず、交流と割愛という二つの方法があります。まず割愛からしますと、基本的には本人

の、派遣する職員の人件費をどこが負担するかというところがまず基本にあるということと、

もう一つは、その職員を派遣したことによって職員の数が増減をしますけども、そこが減る

か、プラスマイナスゼロかというところが違います。まず割愛の場合は、一方的に町から派

遣をいたします。派遣をした場合の職員の人件費は派遣元、こちらが負担をします。これが

いわゆる割愛であります。 

 それから、交流というのは１対１、数字的には２対２になるかもしれませんけども、１対

１、職員を１人派遣をして、さらに派遣先から職員を派遣していただくということで、職員

の数からすればプラスマイナスゼロ。それから費用の負担、人件費の負担でございますけれ

ども、県の場合の例でいきますと、派遣先が派遣された職員の人件費を負担するということ

になっております。そこが割愛と交流の違いでございます。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 それでは進めますが、現在はどの市町村も、県との人事交流がほとんどだと思うんですよ

ね、波佐見町もそうですし。一つは、郡内との交流はどうですかということでお伺いしまし

た。今まで町長もそういう話し合う機会もなかったしということでしたが、実際、郡内で行

けば、福祉あたり、あるいは清掃あたりは共同にやっていて、共通のところがございます。
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また今後予想されるところで、保険関係もそうでしょうし、教育関係も連携が深いところで

そうかもしれませんが。その辺で人事交流があれば、お互いの町の事情もわかるし、それが

帰ってきて、各町の今後の業務の執行に役立つんじゃないかっていうことで説明をしました

が、今後、３町の町長あたりが寄ったときにそういう話になるかどうかは別として、そうい

うことを今の一瀬町長が検討してもいいかなっては、どう思われるかなという、その辺をち

ょっとお聞きをしたいんですが。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 郡内とか特に近くして壁が厚いところがあります。非常に郡内のとか、同じ市町村間の交

流というのは、僕は考えておりません。やはり上部団体とか、そしてまた、もう一つ、東京

の自治大学とか。この前、構想日本もやはり半年研修とか、いろいろなことをやっておられ

ますので、そういう研修のほうが。かえってお互い気まずい状況が生じる恐れが大いにある

というふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 わかりました。郡内は無理としても、例えば今は県と町がほとんどですが、同じような、

例えば遠くでもいいですから、同じような町村に出向するっていうとももうそろそろ考えて

もいいかなっていう、協定が結べれば。 

 というのが、平成22年でしたっけ。武雄市と長崎市が人事交流の協定を結んで、２年間、

係長以下の一般職員だったんですが、交流をしたというところもあります。これが、そのし

た効果がどうかというところまでは追いかけておりませんが、そういう人事交流については、

ほかのところを学ぶという意味では、そういう考えを柔軟にしていいのかなっていうところ

もありますんで、御一考をお願いをしたいと思います。答え要りませんので、そういう考え

も柔軟にどうかなっていうところがございますが。 

 さて、先ほども外部研修という話が出ました。もちろん外部研修も僕は職員さんに対して

も、少し費用を使ってもどんどん進めるべきだと僕は思うんです。特に若い職員が多いです

から、若いうちにやっぱり勉強しておっていただかないと、以降の行政には反映できない。
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ですから、予算を少し使ってでも、次年度以降、希望者があれば２名でも３名でも、僕は先

行投資ですから全然悪いことじゃないと思うんです。その辺も柔軟に考えられて、もう少し

外部研修を増やすというふうなところも柔軟に考えていただきたいんですが、その辺の考え

に対してはいかがですか。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 全くそのとおりでございます。もう今からは職員力が地域力を向上させる一番源ではない

かなというふうに思っておりまして、いろいろなそういう研修、そしてまた外部との研修と

いうことも捉えてですね。やはりある面では、今まで行革等で総枠的な形の規定をしており

ますので、ちょっと１人ぐらい余裕を持って、研修にずっとやっていけるような。人材育成

っていうのは非常に目立たないですけれども、一番重要で、そして時間のかかることではな

いかなというふうに思っておりますので、前向きに検討していきたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（川田保則君） 

 百武議員。 

○１番（百武辰美君） 

 どうぞ、若手の職員の研修については、積極的にどうぞよろしくお願いをします。 

 今までいろいろ質問を通してきたわけですが、要は僕が一番懸念するのは、これから管理

職相当のところが少人数になります。ここに過度のやっぱり負担がかからないように配慮し

ながら、我々も注意していかないといかんし、職員の方が最高の能力が発揮できるような職

場環境もつくっていかんといかん。それは行政がもちろん一番考えておられるでしょうが、

我々議会もしかり、町民の方もしかり、その辺のことを注意しながら、要は職員の人材育成

が一番ですから、その辺の観点から質問をさせていただきました。 

 これで質問を終わります。 

○議長（川田保則君） 

 以上で、１番 百武辰美議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。午後１時から再開します。 

午前11時53分 休憩 
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午後１時   再開 

○議長（川田保則君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次は、７番 今井泰照議員。 

○７番（今井泰照君） 

 昨日は東日本大震災から４年ということで、日本全国祈りの日となりました。思い起こし

ますと、４年前のあの日は委員会で庁舎にいて、控室のテレビからリアルタイムで流れる悪

夢のような場面を今でも忘れることはできません。被災地の復興を心から祈念し、質問に入

らせていただきます。 

 まず初めに、１、少子高齢化対策についてですが、少子化対策については出生率を上げる

ための婚活が重要と考えます。そのような中、町内においても、以前よりめぐりあいの事業

など取り組まれてきました。また、次年度は町として委託事業も考えられています。婚活事

業についてはすぐに結果が出るものではなく、継続して行うものと考えます。町として、以

前の青年団のようなサークルを立ち上げ、支援することができないか。また、各種団体を集

めた対策委員会などの設置も必要だと考えるがどうなのか、お尋ねします。 

 次に、高齢化対策についてですが、今回、南小学校では、改修工事に合わせトイレの洋式

化がなされています。グラウンドゴルフなどで施設を利用する高齢者などから、トイレの洋

式化ができないかというような声が上がっています。本町の各施設のトイレについても洋式

化を図る考えがないのか、お尋ねします。 

 次に、２、空き家対策についてですが、空き家対策として各自治会を通じ町内の調査が行

われましたが、次のステップとしてはどのようなことを考えていられるのか、お尋ねします。 

 ３、施政方針について。窯業の振興について、波佐見焼産業を支える生地業や石膏型業に

おいては、後継者育成が喫緊の問題となっています。このことから、県とともに後継者育成

の一環として、中核人材確保対策事業に取り組み、全国にその人材を公募するという画期的

な取り組みを掲げていますが、業界との協議はできているのでしょうか。 

 また、後継者問題においては、原材料である陶土や生地を切削するカナ、あるいは機械の

メンテナンスなどにおいても、今後重要な問題となってきます。そのような面においても人

材を確保する対策が必要と考えますが、この事業に盛り込めないか、お尋ねします。 
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 以上、壇上での質問を終わります。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 ７番 今井議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、少子高齢化対策について。少子高齢化対策については出生率を上げるための婚活が

重要と考える。すぐに結果が出るものではなく、継続して行うものと考える。町として、以

前の青年団のようなサークルを立ち上げ、支援する対策を講じることはできないか。また、

各種団体を集めた対策委員会などの設置も必要と考えるがどうかという御質問ですが。 

 少子化の進行は、人口構造の高齢化や従来の生産年齢人口の減少にもつながり、社会経済

や社会保障のあり方にも重大な影響を及ぼすことが懸念されているところです。少子化の要

因には晩婚化や核家族化、経済的負担、結婚に対する価値観の変化などさまざまであると考

えます。 

 このような中、長崎県においては、結婚を希望する独身男女を対象とする地域めぐりあい

創出事業を展開されており、各地域におけるこれらの取り組みを支援する制度で、本町にお

いても民間主導で取り組まれているところでございます。平成26年度は商工会青年部波佐見

支部が主催して、婚活交流イベント「恋活」を開催され、男性31名、女性34名の計65名の参

加者があり、和やかな雰囲気で進められ、今後につながる有意義な婚活交流事業になったと

ころです。 

 今後は個人の考えを尊重しながら、商工会青年部や民間グループ等に交流事業の開催委託

を行い、晩婚率、未婚率を少しでも引き下げることにより、出生率の向上につながっていけ

ばと考えています。 

 また、各種団体を集めた対策委員会などの設置も必要ではないかとの御質問ですが、平成

27年度で策定計画の地方創生総合戦略の中で、民間委員等の意見も広く聞きながら検討して

まいりたいと思います。 

 なお、青年団のようなサークル立ち上げについては、教育委員会から答弁があります。 

 次に、高齢化対策について。今回、南小学校では改修工事に合わせ、トイレの洋式化がな

されているが、本町のグラウンド等も含め、各施設のトイレについても洋式化を図る考えは

ないかという御質問ですが。 
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 トイレについては日本人の生活様式が洋式へと変化してきたことから、最近では和式トイ

レの使い方さえ知らない子供も出てきているのが現状です。 

 現在、学校施設を含め、公共施設のトイレについては順次洋式化を進めているところです

が、一方では和式でなければ使いたくないという方もおられるのも事実です。しかし、特に

高齢者は足、腰の衰えから洋式トイレの希望もあることから、財政的な問題もありますので、

全てのトイレを洋式化するのではなく、一部和式を残しながら、先ほど申しましたように計

画的に進めてまいりたいと存じます。 

 次に、空き家対策について。空き家対策については、町内の調査がなされたが、次のステ

ップとしてどのようなことを考えているのかという御質問ですが。 

 放置すれば倒壊したり、周辺の環境保全に不適切な空き家については対策を進めるため、

国において、空き家等対策の推進に関する特別措置法が制定され、２月26日に一部が施行さ

れました。この法律に基づき、固定資産税の課税情報を利用できるようになったため、25年

度に実施しました空き家調査のうち、何らかの対策を講じたほうがよいと認められる空き家

等の所有者または管理者等を把握することができます。ただし、把握した情報に基づき、解

体や修繕などの助言、指導などの措置は法律全部の施行が５月26日ですので、それ以降にす

ることになります。 

 また、現在把握している空き家の情報は、平成25年12月時点で、自治会からの情報を元に

調査したもので、それ以外にも危険な状態等にある空き家が存在することも考えられますの

で、それらの情報収集をすることも必要となってきます。 

 法律では、市町村が必要と認める場合は行政代執行までできることを規定していますが、

27年度からは調査、助言、指導を中心に進めていく予定です。空き家の管理責任はあくまで

も所有者にあることを基本原則に、場合によっては解体や修繕などをする費用の調達に係る

制度を設けるなど、方策も検討していく必要があります。 

 また、調査において、外からの目視により現状のままでも使用可能と思われる空き家のう

ち、所有者等の所在が確認できた36名の方に対し、売買や賃貸など、今後の活用の意向につ

いてアンケート調査を行いましたが、回答いただいたのは11件で、売買あるいは賃貸の意向

がある方は５件でした。しかしながら、建物の屋内及び施設等の詳細な状況が確認できてい

ませんので、今後は売買あるいは賃貸の意向を示された方々と連絡を取りながら、建物の状

況把握に努め、起業者や移住を検討されている方などのお試し住宅等としての活用を模索し



 -258- 

ながら、定住にもつなげていきたいと考えています。 

 次に、施政方針について。窯業の振興について、波佐見焼産業を支える生地業や石膏型の

後継者育成は喫緊の課題であり、県とともに後継者育成の一環として、中核人材確保対策事

業で、全国にその人材を公募する画期的な取り組みを掲げているが、業界との協議はできて

いるのか。また、後継者問題においては、原材料である陶土や生地を切削するカナ、あるい

は機械のメンテナンスなどもこの事業に取り込めないかという御質問ですが。 

 本事業の企画立案の発端は、昨年来から行っています産業振興に係る町と県との意見交換

会で、生地業等の後継者不足が深刻であるということ、これらの対応には地元の中だけで解

決は厳しいということで共通認識しており、その参考としたのが、同じく後継者不足に悩む

漁業への新規参入支援制度であります。 

 多くの漁業者が高齢となり、離職するのに対し、新規就業者数は少なく、漁業就業者数は

急速に減少しており、持続的漁業生産と漁村の活力維持を図るため、漁業への新規参入者や

漁家の後継者の確保を積極的に推進しようとするもので、水産業への正しい理解を深めるよ

う、体験漁業、入門制度等の実践研修体制を整備し、最終的には漁業就業へとつなげ、漁業

の担い手として育成強化を図るものであります。 

 制度の導入に当たっては、県が主導して業界との協議を進めており、業界としても新制度

への評価は高く、期待と好感を持って協議に臨んでおられます。詳細な制度設計については

さらに協議が必要であり、今後は細かな点についての詰めが行われる予定です。 

 事業の大きな括りとして、窯業人材育成等産地支援となっておりますので、御提案の職種

も対象となることが想定されますが、当面は生地業や石膏型業を中心に事業を進め、一定の

成果を出した時点で、将来的には対象の拡大も可能かと判断するところです。 

○議長（川田保則君） 

 教育長。 

○教育長（岩永聖哉君） 

 今井泰照議員の御質問にお答えをいたします。 

 少子高齢化対策について、町として以前の青年団のようなサークルを立ち上げ、支援する

対策を考えられないかとのお尋ねでございますが。 

 以前の波佐見町青年団団歌に「500のかいな」と歌われているように団員も多く、文化、

スポーツ活動をはじめ、町おこし活動や災害支援、福祉活動などに活発な活動をなされてい
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ました。その後、時代の変遷とともに団員も次第に減少し、活動が危ぶまれながらもワンポ

イントと改名して、男子団員、女子団員がそれぞれの役目を担いながら、団員一丸となった

文化、スポーツ活動などへの取り組みや支部交歓をはじめ、交流活動も活発になされており、

議員御指摘の男女のめぐり会いも頻繁にあったものと推測します。 

 しかし、近年においては、人口の減少、若者の県外流出、人生観の違いや価値観の多様化

などにより、旧青年団のようなサークルを立ち上げることは非常に厳しい状況にあると思え

ますが、文化、スポーツ団体をはじめ、産業団体青年部や自治会での活動を通じた波佐見町

らしいめぐり会い活動ができないものかと期待をいたしているところでございます。 

 教育委員会といたしましても、青年期の文化、スポーツ活動をはじめ、本町を担う青年活

動には積極的に支援してまいりたいと思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 まず、少子化対策についてございますけども、先般あるテレビを見ていたら、二十歳まで

に異性と交際したことがない男女というのが約半数というような調査がありました。現在、

男子も女子も草食化が進んでいるのかなと思ってびっくりしましたけども、特に女性につい

ては、二十歳過ぎても女子会で一緒にお酒を飲んだり、旅行に行ったりというようなことで、

異性との交際よかも女子同士で活動することが楽しいというようなことで放送されていまし

たけども。 

 以前、先ほど教育長からも答弁がありました青年団活動があった時分は、一緒に汗を流し

たりする中において、たくさんのカップルが生まれたのかなと思っています。実際にそうい

う人もかなり見てまいりました。先ほど答弁にありましたように、青年団という形では、か

なり本当に厳しいところがあるかと思いますけども、ワンポイントがあった時分は各地区か

ら数名、二、三名が一つのグループをつくって、そういった活動を行っていましたけども、

できれば継続的に、月に１回そういう集まりの場をつくっていただけないかなというような

ことで思っております。 

 できれば教育委員会が中心となって、若い職員の方もいらっしゃいますので、そして、自

分たちでいろいろなことを企画立案して、スポーツに対しても、ボーリングをしてもいいし、

そういった企画立案をしながら、ドライブ、いろいろそういうことをできる初めの音頭を取
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っていただけないかと考えておりますけども、その辺いかがでしょう。 

○議長（川田保則君） 

 教育次長。 

○教育次長（平野英延君） 

 議員おっしゃるような活動について、うちの課のメンバー、若いメンバーに聞くわけです

けども、実際どの程度の交際を友達とやっておるかという話をすると、やはり同級生の中で

も５人弱だという状況ですね。そういう状況の中で、教育長答弁しましたように、やっぱり

価値観の違いとか、時代の流れとともに大きく変わってきております。 

 そういうことで、教育委員会が旗を振ったとしてもなかなか難しいところがあるのかなと。

そういう中で、例えば炎まつりのときに、まつり応援団として若い方々が、役場のメンバー

入っておりますけども、ああいった目的を持って何かに呼びかけていくとか、特にそういう

祭とかですね。そういう形でやっていかないと、なかなか教育委員会が主導になって呼びか

けても集まらないんじゃなかろうかと、非常に厳しいところがあるんじゃなかろうかと思っ

ております。やはり若者が何を目的として活動しているか、こういった点が大事かと思って

おりますので、そういう点は御理解いただきながらと思っております。 

 なお、教育長言いましたように、昔のような青年の文化、スポーツ活動については、施設

の対応等々、教育委員会も積極的に支援ができるものと思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 そういった形で、ボランティアを一生懸命されてますね。私もそういったところからまた、

そういった場がもっと広がっていけばっていうような考えでいますけども、なかなか本当に

この問題に関してはデリケートな問題ですけども、そういうボランティアで寄るときにも、

一緒にお酒を飲んだりとかそういう場ができればまたいいのかなと思っておりますけども。 

 今後、ぜひそういった若い人の声を教育委員会として聞きながらできること、先ほどおっ

しゃいましたスポーツ関係でも、県政のスポーツ関係、前、野球とかも出ていましたし、バ

レーとかもいろいろありますけども、今現時点ではなかなかそういったサークルがあっても、

そういった大会とか出場とか今、現状はどのようなのかちょっとお尋ねします。 

○議長（川田保則君） 
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 教育次長。 

○教育次長（平野英延君） 

 先般の総務文教委員会の中でも、ちょっと意見交換する場がございましたが、最近、中学

校、高校までは非常にスポーツ活動も盛んにやるけども、社会人になってからの自分たちで

サークルをつくって、自分たちが大会に出るとか活動するとかいうのが非常に傾向が少ない

と。教育委員会としても同じような思いを持っております。 

 そういう中で、体育協会の加盟団体の姿を見ましても、やはり高齢化をしている。文化団

体におきましては、さらに高齢化をしている状況にあります。そういう今の時代、ネット社

会の時代とかそういう中で、非常に団体活動というのが懸念しているような状況でございま

す。そういった形の中で、価値観の違い等もあって、呼びかけてもなかなか難しいんじゃな

かろうかという感を持っておりますので。実態としてそういう状況で、県下の青年団の状況

も見る中では、やはりもう小さな離島とか辺地のところは青年団が残っておりますが、都会

のところはなかなかもう残ってないという状況にあります。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 できるだけそういう面においても、本当だったら青年団あるいはそういったスポーツに積

極的に参加する雰囲気というか、場を教育委員会としてもつくってもらいたいかとも思いま

すけども。 

 今、フットサルとか何とか、そういう利用率がかなり高まっていますけども、そういった

ところではそういう交流っていうか、できているんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 教育次長。 

○教育次長（平野英延君） 

 今申しますように、それぞれの団体はサークル活動をやりますが、ここの質問にあります

少子化対策につながるようなそういったスポーツ団体の交流はあってないと。しかし、ブー

ムでございますが、サッカーのフットサルについては団体が多少できております。体育館内

での競技もできるということで、そういう面から増えてるのかなという感じを持っておりま

す。 
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○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 わかりました。昨日の質問の中で同僚議員が、婚活事業に対して３団体に委託するという

ようなことを答弁されましたけども、３団体とはどこ、どの団体なのでございましょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 今の婚活の委託ということでございますけども、昨年、平成26年度、商工会青年部の波佐

見支部が主催して行われまして、また今年度もやりたいというふうな希望があっております。

またさらに、これまでもずっと継続されている団体もありますので、そういった団体。それ

から、御存じかと思いますけども、長崎県のほうであります婚活サポーター「縁結び隊」と

いうのが長崎県のほうにございまして、そちらのほうに男性32名、女性26名と団体が２団体、

計の60の個人団体がその「縁結び隊」として登録をされております。波佐見町の中に２名の

方がいらっしゃいます。 

 まだ具体的な話は進めておりませんけども、そういった方だとかを想定をしてるというふ

うな段階で、具体的な委託先というまでは、まだそこまでは至ってないところですけども、

そういった意欲のある方等がいらっしゃれば、そういったところにお話をしたいというふう

なところでの３団体ということで、予算は計上しているところでございます。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 できれば、その団体が連携をとれば、行事的にも継続的な事業にならないかと私は思いま

すけども、その辺どうお考えでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 昨日の同僚議員の質問の中でも、なかなかその結果に結びついてないということで、町が

主体として進めたらどうかというふうな御質問もあったところでございます。また、こうい
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ったいろいろな団体が連携を取ってやるということは大変有意義なことだろうと思いますし、

また、回数を重ねるということもまた大事だろうというふうに思っておりますので、まずは

それぞれの団体がやっていく中で連携が可能なもの等については、当然、町が橋渡し役的な

部分もやれるんじゃないかなというふうなことは思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 ぜひ、そういった連携が取れるようにやっていただければと思います。また、私ここに上

げました対策協議会ということで、婦人会や、あるいは地場産業である農業青年部、あるい

は窯業の関連団体、青年部等、そういったところでいろいろな行事を企画するとか、そうい

った場ができればと思いますけども、その辺にも支援をしていくような考えはないか、お尋

ねします。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 当然、そういった団体等があれば、そういった要望に応じて町としてもやっていきたいと

思います。また、そういう趣旨で取り組まれてる団体じゃなくて、いわゆる地域の活性化団

体等、若いグループ等もあられますので、そういったところに呼びかけるなどして、そうい

ったことに取り組んでみないかとか、そういったこともやっていくことによって、つながり

もできて、そういった結果といいますかね、が出てくるんじゃないかなと思っていますので、

そういった取り組みもやっていきたいと思っております。 

 町長のほうからもありましたように、27年度に地方創生総合戦略ということで、その策定

をするようになっておりますので、その委員会等の中でも協議をしていければというふうに

思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 そういうふうに積極的に取り組んでいただければと思います。 

 次に進みます。先般、高速のサービスエリアのトイレを利用したとき、先ほど町長の答弁
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にもありました、小学生ぐらいの子供がお父さんに和式のトイレは使えないというようなこ

とを話をしておられました。また、町内の幼稚園においても、小学校の進学に合わせて和式

トイレの使い方の指導もしているというようなことも聞いてます。もちろん、子供たちのト

イレも、小学校のトイレも順次、これから洋式化なされていくかと思いますけども、それと

並行して、先ほど答弁にもありました高齢者対策の一環としてでも、各施設のトイレを洋式

化していただきたいと思いますけども。 

 先般、本庁舎もトイレの洋式化がなされておりますけども、そのときの費用というのはど

のくらいかかったものか、お尋ねします。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 庁舎のトイレの改修につきましては、平成23年に２階トイレ、１階トイレ、それぞれ男女

ありまして、２階トイレ４カ所、１階トイレを４カ所行っております。平成23年度の分につ

きましては、約140万円の改修費用でございます。24年につきましては、１階の障害者用ト

イレ、オストメイトの設置ですね。その洋式化ということで、それとあわせて警備員室のト

イレの洋式化も行っておりまして、その分が約107万円ということで改修費用を要している

というところでございます。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 今、金額的なものは聞きましたけども、そのぐらいの金額ならですねって言えば失礼かも

しれませんけども、随時、ある程度計画も早急にできるんじゃないかと考えますけども、そ

の辺はいかがでしょう。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 議員おっしゃるように、小学校のトイレにつきましては、南小が全面的に洋式化、あとは

東小学校のほうが、なかなかまだきてないということでございますが、あと、学校のほうに

ついては和式の洋式の混在という形になっていると思います。 
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 私も詳細に現地を調べたわけじゃありませんが、保育園、幼稚園については、まだ和式で

踏ん張る力っていいますか、そういったことのために和式になっているというふうなことで

聞いております。 

 また、公共施設ついては、体育センター、文化会館につきましても一部洋式化、洋式にし

ているというふうなところでございまして、あと、言われている老人の方ということで、グ

ラウンドゴルフとかですね、鴻ノ巣グラウンドそれから公園、ともに現在あるのは身障者用

の一基のみという形になってるところでございますけども、これも時代の要請といいますか

ね、そういったことで、ぜひ全て洋式にというふうな声が上がるようであれば、それに応じ

て、予算との調整をしながら洋式化を進めていければというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 ぜひ、早急に予算を立てて行ってもらいたいと思います。 

 昨日、答弁があった高齢者が暮らしやすいまちづくり協議会というようなことでお聞きし

ましたけども、そういった中においても、高齢者対策っていうものを今後考えていくという

ことでいいのでしょうか。そして、そのメンバーはどのような構成になるのかお尋ねします。 

○議長（川田保則君） 

 健康推進課長。 

○健康推進課長（河野政幸君） 

 協議会っていいますか、協議会については昨日も申し上げましたとおり、さまざまな職種

の方が集まった協議会ということで、その中には自治会も含まれますし、いろいろな各種団

体も含まれる方々が一応参集を願いたいと。そのメンバーについては、まだどういう協議会

をつくるかというものは、ちょっとまだ策定しておりませんので、さまざまな方面から意見

を寄せてもらう場ということにしたいと思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 そういった中でも、高齢者の声っていうものが聞けるような協議会にしていただければと

思います。 
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 次に進みます。空き家対策についてです。先ほど町長が答弁なさった２月26日に、空き家

対策特別措置法が一部施行され、近所に迷惑を及ぼす特定空き家については市区町村が解体

の指導や勧告、行政代執行を行うことを認めているということで、実際には来年度に入って、

５月ぐらいにならないとというようなことでしたけども。本町にもう緊急に措置をしなけれ

ばいけない物件っていうものは現時点でないものか、お尋ねします。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 平成25年の12月に実態調査を行いました結果が手元にございますので、その結果で行きま

すと、非常にもう解体が難しい、外見から見ても50％以上、もう崩壊の状態にあるという物

件が、そのときの調査では８件あります。ただし、これはもう平成25年の12月の調査でござ

いますので、その後ひょっとすればまた発生してる可能性もありますし、調査漏れというよ

うなところもあるかもしれませんので、それ以上の数ではないかというふうに思っておりま

す。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 その８件については、これまでに持ち主の方、所有者に指導あるいはそういったことを促

されてきたのか、お尋ねいたします。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 これまでのところでは、いわゆる所有者の把握をすることそのものが難しい状態もござい

ましたので、実際にその持ち主の方に対する指導、助言等についてはできてない状態です。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 現時点で持ち主がなかなかわからないていうようなことですけども、そういった物件につ

いては、今後町として、次年度はそういった解体あたりも自治体としてやっていかれるもの
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かどうか、お尋ねします。 

○議長（川田保則君） 

 総務課長。 

○総務課長（村川浩記君） 

 今の件につきましては、自治会からも幾らかお話をいただいておりまして、当然、危険な

物件、特にもう屋根が落ちているとか、あるいはもうほとんど崩壊の状態にあるようなとこ

ろについては、何とかできないかという相談もいただいておりますので、当然所有者の把握

あるいは５月26日以降につきましては、指導、助言、勧告、そういったものを具体的に進め

ていくべきものと思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 今の持ち主がなかなかわからないということですけども、できるだけ早くそういった調査

あたりも進められていって、本当に危険なところは早急に対処してもらいたいと思います。 

 続きまして、空き家の貸し出しについて、先ほど町長の中でアンケート調査では11件の方

から回答があり、５件の方がもうそういったことを考えてるということでございますけども、

本町として、まずこの貸し出しの問題については、ほかの自治体でやっております空き家バ

ンクについて、早急に作成をしなければならないかと思いますけども、その辺の考えはあら

れるものかどうか、お尋ねします。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 町長のほうから答弁をしましたように、空き家も外観上これは使えるなというようなとこ

ろがあって、所有者がわかるところにアンケートを出して、回答を得たところでございます。

主に売買を希望される方が、その５件の中では、どちらかといえばもう売りたいというふう

なところがあっております。そういったことから、町外からのお問い合わせも時々実際あっ

ておりますので、できればそういう問い合わせに応じられるような空き家バンク制度、他町

の先進事例を勉強しながら、バンク制度ができればいいというふうに思っておりますので、

そういったところで前向きに検討していきたいというふうに思っているところでございます。 
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○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 ぜひ、そういった方向性で行ってもらいたいと思いますけども。 

 先般、これもちょっとテレビの中で見たんですけども、週末移住ということで、都市圏の

人が週末には田舎に来て、週末を送るっていうようなことであっておりました。本町におい

ても、そういった週末こちらに来ていただいて、町内の各行事に参加していただいたりとか

するようなところで、そういった空き家の活用あたりも考えてもらいたいと思いますけども、

その辺は、ぜひそういったところでＰＲの、今度ＰＲする媒体を、媒体というかソースをつ

くるっていうことなんですけども、そういったところはいかがお考えでしょう。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 別の議会の中でもお話ししたことあるんですけども、短期間のお試し住宅とか、今言われ

たような週末移住、週末での生活、そういったことも考えられますので。例えば、特に週末

となりますと、畑がセットになってるような、賃貸の畑つきのとか、そういったものがあれ

ばなおいいなというふうに思っておりますし、そういった物件を町としても探せればなとい

うふうには思っておりますので。週末移住、それからお試し住宅、そういったものと合わせ

て波佐見を知ってもらうという意味で、大変有効じゃないかなと思っております。 

 例えば、移住、定住フェアだとか、当然ホームページへの掲載とか、そういった建物が、

住宅が確保できるようであれば、そういったことをＰＲしていきたいというふうには思って

おります。 

 以上です。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 これも先ほどの答弁の中で、36名の方にアンケートを出されて、11件から回答があったと

いうことでございますけども、できればその残りの方々も再度意向を調査して、そういった

形で空き家対策ができればと思います。 
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 また、今回空き家あたりに入られる場合は、ぜひ自治会活動にも参加して、地域の方と一

緒に、そういった地域に溶け込んでもらいたいと思いますけども、ぜひその辺の指導もお願

いしたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 今、定住奨励金の制度というのがございまして、その交付に当たっては自治会加入という

のが一つの条件という形になっております。当然、当然といいますか、波佐見町に来られた

場合には波佐見町を知っていただく。波佐見町の自治会の活動、町内のイベント、そういっ

たものにも積極的に参加していただくような誘導といいますか、そういった方向でお話をし

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 次に進みます。３番の件でございますけども、窯業人材の育成ということで、県も本当に

本腰を入れてやっていただいて、かなり評価できると思いますけども。 

 ２月に、県のほうから業界に対してはある程度の説明がなされております。この前の予算

委員会の中においては、まだまだこれからということでございますけども、２月の会合は町

として御出席をなされたのでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 私、たまたまほかの所用がございまして参加はできとりませんが、この議会が終わりまし

た後にも、またこの会議が設定されておりますので、そこの中に入りまして、新たな制度の

設計につきまして検討を進めてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 予算化に当たって、ここにちょっと資料を持ってきておりますけども、例えば、生活費の
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額、指導経費、保険等、いろいろな額もここに上がってきております。そういった中で、４

月に入ったらすぐ公募をして、事業に取りかかれるような形式を取りたいということで、今

度17日に先ほどおっしゃったように会合があるかと思いますけども、なかなかこの件に関し

ては、公募しても果たしていつそういった応募があるか、かなり難しいとこもあるかとも思

いますけども。 

 その前に担当課として、今の現状というものですね。生地屋さん、あるいは石膏型屋さん、

そういったところの把握っていうものはできてらっしゃるのか、ちょっとお尋ねしたいと思

います。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 把握の意義っていいますか、範囲がどのようなものかちょっとはっきりいたしませんけれ

ども、現状としましては、大変技術を持っていらっしゃるところ、あるいは働き手が多いと

ころ、そういったところに一極集中じゃないですけれども、仕事が大変集中して、ただ、今

まで後継者がいなくて、従来の農業の片手間といっては失礼ですけども、しながらやってお

ったというところにはなかなか仕事が回ってこないと。確かに、製品の精度といいますか、

そういったものも求められておりますので、ある程度の技術力は必要とされておりますので、

そういったところへの仕事の集中というのは先ほど申したとおりでございます。 

 それから、この窯業後継者育成の事業に当たっては、今実際なさってる方が、今であれば

技術の伝承はできると。ただ、これがあと５年、10年たった場合は、例えばもう自分たちも

体力的なもの、あるいは目が衰えたりとか、そういったものでどうしても厳しくなるから、

今この事業をやってほしいという声を真剣に聞いておりますので、ぜひともこの事業を成功

させたいというふうに思っております。 

 ただ、この制度の詰めがまだしっかりとしておりませんので、新年度入って早々にという

ことは若干厳しいのかなと。やはりある程度の周知期間、それから周知方法、そういったも

のをよく検討しながら、広くそういった制度が全国に広がるような認知の方法といいますか、

周知の方法も必要なのではないかなという感じは持っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 
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○７番（今井泰照君） 

 今の答弁の中で、技術の習得っていいますか、この事業はそちらのほうを主体に考えてい

らっしゃるものか、それとも後はもう一業者として、ひとり立ち、なりわいになるような事

業になるよう進めていくべきものなのか。その辺の定義っていうものをもう一つ、ちょっと

私もわからないので説明をお願いできればと思いますけど。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 当面は事業所のほうに入っていただいて技術の習得をして、新たな後継者を育成していく

ところが主眼でございますが、そういった方がある程度の一定の技術を持って起業されたり、

あるいは創業される。こういったことについては、またそうされた中で、また新たな事業所

が増えるということは、新たな雇用の場を広げることにもつながるとは思われますので、い

ずれに主眼を絞っておくというものではございませんけれども、基本は後継者を育てる、育

成するということで御理解をいただければというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 わかりました。壇上の質問の中にもありました。例えば生地屋さん、型屋さんだけじゃな

いんですよね、今、現状的に本当に困っているものは。機械のメンテナンスにしても、部品

がなかなか、昔はこちらのほうにも、地元にもいろいろなメーカーがありまして、そういっ

たメンテナンスをする会社もたくさんありましたけども、今そういったところで、メンテナ

ンスあたりもできる人材もいないし、喫緊に困ることが先般ここに上げております切削のカ

ナですね。かなを町内でつくっていられる人が、あともう二、三年で自分はもうこの事業を

やめたいというようなこともおっしゃってます。そうなったときに困るのは、やっぱり私た

ち業者でございまして、なかなかそういったものをつくる人がいなくなるとどうなるのかな

と。これが一番の今の課題なんですよね。 

 そういったところで、ぜひ、その辺も向くというか、特殊技術を持った人を波佐見に連れ

て来なければならないなというようなことも話をしてますけども。行政にこうしてくれ、あ

あしてくれという、この件についてはできませんけども、そういった把握をぜひしておいて
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もらいたいと思います。 

 また、陶土屋さんに関しても、今、肥前陶土組合という組合に入っているとこが26社です

ね。その中で波佐見町には２社ありますけども、もう一つの事業所は今月いっぱいでやめら

れるということでございます。そして、跡取りがいないっていうところも、陶土屋さんも10

軒ぐらいはあるということです。そういった現状あたりをぜひ把握をしていただいておきた

いと思いますが、そういったところの勉強をぜひお願いしたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 先ほど申されたように、用具、工具、あるいは陶土そういったものについての厳しい現状

については認識をしておるところでございます。言いかえれば、そういった機具等の業者が

いない、あるいは先ほど申し上げた生地業者が非常に少なくなっているということを、裏を

返せば、逆に言えばビジネスチャンスというふうな捉え方をできれば、チャレンジしてくる

方もいらっしゃるのかなと思いますので、この事業が広範囲に適用できるように、今後は制

度の検討あるいは協議を進めていかせていただきたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 今井議員。 

○７番（今井泰照君） 

 本当にこういったすばらしい制度ができました。ぜひ利用しながら頑張ってもらいたいと

思います。 

 最後に、町長に今後の窯業界、後継者問題について、今後町としての支援をどのようにお

考えなのかお聞きしたいと思います。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 やはり波佐見町の経済の面では、窯業界の存在というのが非常に大きいものでございまし

て、400年のそれだけの歴史もありますし、そういう面で産地が残れるような業界の皆さん

の必要とされるそういう助成については、前向きに対応していきたいというふうに思ってお

りますし、今はチャンスじゃないかなというふうに思っております。 
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 業界のメーカー、商社の方々も、一番底辺の支えてきていただいた生地屋さん、型屋さん、

これの存在がないとメーカーも商社も成り立っていかないと。そういう面では共同運命体的

なそういうふうな意識が業界の皆さんには十分浸透してきているというふうに思っておりま

す。そういう面では、生地屋さん、型屋さんももう四、五年前からいつも東京には２回行っ

て実演をして、そして市場の実態も見て、そしてやはり自分たちの技術、そういうものは不

可欠なもんだというような意識もなされておるというふうに思っております。 

 そういう面で、時代の変化に対応できない産業は淘汰されますので、ぜひいろいろな、先

ほどお話がありましたように、ピンチはチャンスというような形で、さらに官民一体となっ

た取り組みを進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 以上で、７番 今井泰照議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。２時５分より再開します。 

午後１時52分 休憩 

午後２時05分 再開 

○議長（川田保則君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次は、５番 尾上和孝議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 皆さん、こんにちは。 

 通告に従いまして質問いたします。 

 １、ふるさと納税について。 

 平成20年４月30日に施行された地方税法などの一部を改正する法律、これにより、ふるさ

とに行った寄附金が住んでいる市町村に対する個人住民税から控除され、結果的にふるさと

に寄附したことになるが、近隣の市町ではこの制度を導入し、多額の寄附金が寄せられてい

ます。特に平戸市においては、平成26年７月以降、毎月１億円ペースの寄附の申し込みがあ

ったと聞きます。本町においては、お礼として決まった特産品を渡していますが、今後ポイ

ントや特典の選択制などを導入し、本町の魅力発信につなげればと考えていますがいかがで

しょうか。 
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 ２、町の活性化について。 

 （１）数年前、がんばる券として、プレミアム商品券を発行し、町の活性化を図りました。

現在、国では、地方消費喚起・生活支援型交付金を設ける考えでございます。本町ではどの

ように進めるのでしょうか。 

 （２）温泉施設「湯治楼」を初め、近くにはビジネスアンドリゾートホテルも開業され、

多くの来町者が期待されます。かねてから提案されていますが、足湯はできないでしょうか。 

 以上、壇上からの質問は終わります。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 ５番 尾上議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、ふるさと納税について。本町においては、お礼として金額を問わず特産品を渡して

いるが、今後ポイントや特典の選択制等を導入し、本町の魅力発信につなげればと考えるが

どうかという御質問ですが。 

 ふるさと納税につきましては、居住地を問わず、地方公共団体に寄附を行った場合に税の

控除を受けることができる制度となっているもので、本町におきましても、歳入予算におい

て、ふるさとづくり応援寄附金として計上しています。 

 ふるさと納税は、生まれ育ったふるさとを大切に思う感謝の気持ちから行うものですが、

税の再配分、地方間の税不均衡の是正、地方が行った投資の回収という意味合いもあります。

多くの自治体では寄附に対して返礼品を送っていますが、返礼制度については町のＰＲ効果

や地域活性化につながっていくことから、積極的に活用推進していく自治体もあり、最近で

は返礼品が充実している自治体に寄附が集まる傾向にあります。 

 一方、最近では、当初の目的であるふるさとや地方を応援するという制度本来の目的に沿

っていないのではないかとの指摘もあっているところです。また、このことにより、地方自

治体間の競争により地域間格差が生まれつつあります。国からは返礼品、特産品の送付につ

いては、寄附金控除の趣旨を踏まえた良識ある対応の要請として、寄附の募集に際し、返礼

品の送付が対価の提供との誤解を招かないようにすることとしてあり、返礼品の価格や返礼

品の寄附額に対する割合の表示などについては自粛するようにとの要請があっているところ

です。 
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 本町は寄附金額の多少にかかわらず、農産加工品と波佐見焼のセットを送っているところ

ですが、平成27年度は、より以上の寄附をいただけるように、制度の趣旨を損なわないよう、

また過度にならないよう、ＰＲの方法や返礼品の見直しを行う計画であります。 

 次に、町の活性化について。国では、地域消費喚起・生活支援型交付金を設ける考えであ

るが、本町では、どのように進める考えかという御質問ですが。 

 国の平成26年度補正予算として成立した地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金のう

ち、地域消費喚起・生活支援型交付金については、一般会計補正予算（第５号）の審議の中

で説明しましたように、プレミアム率を15％とする商品券の発行と、それに多子世帯に交付

する商品券や町外からの宿泊者に対する宿泊助成金及びタクシー利用の来町者に対するタク

シー助成券を交付するよう計画しています。 

 次に、温泉施設「湯治楼」を初め、近くにはビジネスアンドリゾートホテルも開業され、

多くの来町者が期待されると。かねてから提案されているかけ流しの足湯はできないかとい

う御質問ですが。 

 温泉地で、足先だけでも、誰にでも手軽に、しかも無料で温泉気分が楽しめる足湯は、服

を着たままどこでも行えることや、足をつけるだけて体全体が温まり、全身の血行がよくな

ること、心臓など内臓への負担が少なく高齢者にも安心なことなどから、温泉を抱える多く

の観光地で設置されています。県内では、小浜温泉の足湯が105メートルと日本一長いこと

で有名で、多くの住民同士が語り合ったり、旅行者と分け隔てなく双方が気軽に交流できる

ような場もつくり出しており、新しいスタイルの観光スポットとなっていることは皆さん御

承知のことと思います。また、足湯そのものの効能は、冷えや疲労の回復、むくみの解消、

リラックス効果などがうたわれています。 

 さて、かけ流しの足湯設置についてのお尋ねですが、新泉源掘削の折にも一部の方から足

湯設置の提案があっておりましたが、町としましては現時点でも設置することは考えていな

いということであります。端的に申し上げますと、現状では、衛生管理や維持管理の面で非

常に厳しいということであります。この足湯ブームにもレジオネラ属菌の事故が多発し、放

置できない事態が起きていること、かなりの足湯の施設が、一般の入浴施設で発生した菌数

と同等か、その数十倍を超えるレジオネラ属菌に汚染されていたことなどが報告されていま

す。その原因として、行政や施設管理者の認識の甘さ、利用者のレジオネラ属菌に対する知

識不足、そして衛生管理の不在があるとされています。また、街路や露天空間の土壌菌であ
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るレジオネラ属菌によって一番汚染されやすいはずの足湯こそ問題だとの指摘もあります。 

 このように、設置した場合には適切な衛生管理が大前提であり、安全・安心への徹底は当

然であるものの、行政の目の届かないところで取り返しのつかない惨事が起こることが十分

予想されること、また、設置すれば相当の維持管理費も生じることなどから、現時点で足湯

を設置する考えはありません。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 再質問をしたいと思います。まず初めに、このがんばる券ですね。済みません、ふるさと

納税からちょっと行きたいと思います。 

 まず、このふるさと納税なんですが、前年度、まず予算が80万ほど上がっておりまして、

今年度は300万ほど予算を上げられております。今回、220万ほど上げてありますけど、ちょ

っと自然増というとは考えられませんが、予算的に幾ら入るかまずわからない金額なんです

が、220万を増した考えはどこから来てるんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 当初予算の説明の中でも申し上げましたけども、今年度の実績が大きな大口の分もありま

したが、実績として約220万ほどの実績が上がっております。今年度さらにＰＲを積極的に

行っていくというふうなこと、そういったこと等をちょっと加味しまして、昨年度よりアッ

プしまして300万ということで計上しているというところでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 それでは、昨年からしたら80万ほど、ちょっと実績としたら上がったということになると

思います。それで現在、ふるさと納税の全国の寄附のトップというのがデータで出ておりま

して、やっぱり１番は、先ほど町長もおっしゃいました長崎県の平戸市、これが断トツにや

っぱり多いですね。年間で約今13億ぐらいの寄附金が集まっております。続きまして、佐賀

県の玄海町。これも第２位ということで、本当近場の自治体が上がっております。ここで、
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平戸市が今なぜ１番になっているかということで、課長のお考えとしてはどうお考えでしょ

うか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 平戸市は、ふるさと納税の受け付けから返礼品のお返しまでの手続、またＰＲ、そういっ

たことも全て業者に委託をして行っております。その中の詳しくはわかりませんけども、ふ

るさと納税額の数十％を委託料として支払っているというふうな状況です。 

 いろいろな地域性がありまして、いろいろな特産物、海があって、いろいろな加工品もあ

って、そういったところのＰＲがうまくできたこと。それで地域の協力ですね。いろいろな

産業関係、漁業関係、そういった農業関係の御協力もあって、さらに好循環を生んでるんで

はないかなというふうに思います。さらにそういうニュースが、またさらに人気を呼んでと

いう形で、こういった寄附が集まっているんじゃないかなというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 副町長。 

○副町長（松下幸人君） 

 このふるさと納税につきましては、議員おっしゃるとおりに、平戸市が日本で多分１番の

お金を集めてるんじゃないかと思いますけども。そもそも、先ほど町長申しましたように、

このふるさと納税の趣旨は、自分の出身の町とか、あるいは地方で頑張っているそういう団

体を応援しようという趣旨でもって設けられたふるさと納税制度なんですね。返礼品は別に

望まずに、気持ちでもうとにかく応援しようという、それが趣旨であろうと思う。平戸市の

場合は今度は逆に、いろいろな品物、商品を用意をして、それでもって寄附を募っていると。

寄附をする人もその品物を求めるために寄附をしているというような、ちょっと完全にふる

さと納税の趣旨からすれば変わってきてると。 

 このふるさと納税制度につきましては、某テレビ局がこの制度の特別番組をつくって放映

をしておりましたけども、平戸を放映をしておりました。平戸にはもう月１億を超えるよう

な寄附が集まっておると。反対に、ふるさと納税をする人が住民の中におって、逆に税収が

減ってるという団体もあるわけですね。そうすれば、本来の税の制度そのものにも問題が生

じてきますし、それから、ふるさと納税制度そのものもちょっと本来の趣旨から違ってくる



 -278- 

ということで、過度なこういったものはいかがなものかなと。極端な話が、自分のとこだけ

さえ金が集まればいいという考え方もどうかなというふうに思っております。一時のトイレ

ットペーパー騒ぎのような感じで自己主義的といいますか、やっぱり余り表現よくないかも

しれませんが、そういう感じがしておりますので、過度にならない程度で、波佐見の特産品

をもう少し違った形で提供できればなと。それとＰＲももう少し上手にできればなというこ

とで考えておりますので、趣旨を損なわない程度でやっていきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 副町長がおっしゃることは本当、私、十分わかっております。しかし、目の前で、目の前

というか、やっぱりよその自治体が、13億の、幾らのって寄附金が集まったら、それはやっ

ぱりうちでも何かしてですね。というのは、うちが物産的に何もなかったら、これはもうし

ようがないことかなと思うんですけど。やっぱり一番このふるさと納税で人気があるのは、

お米とかお肉なんですよね。波佐見町は肉もあります。お米もおいしいお米があります。な

おかつよそにない陶器というのがございます。そこあたりのＰＲをするにも大変いい機会じ

ゃないかなと。インターネットあたりでも、ふるさと納税あたりができるようになっており

ますが、そこを考えてみても、ふるさと納税って何が商品があるかなというときに、波佐見

のお米、肉、陶器、これがすぐアップされて、すごいＰＲ活動になるんじゃないかなと私的

には思うんですが、そこらあたりの考えはいかがでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 副町長。 

○副町長（松下幸人君） 

 まさにおっしゃるとおりです。いろいろな素材はありますから、そういうのをもっと出し

てＰＲして、ＰＲの方法も考えながらやっていきたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 ＰＲということで、よろしくお願いいたします。 
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 それでもう一つございます。このふるさと納税の中には、大体五つの特徴がございまして、

一つが特産品がもらえる。もう一つが、生まれ故郷でなくても納税ができるということと、

それとあと、税金が控除される。それと複数の自治体から選べると。それと最後に、使い道

を指定できるというのがあるんですよ。 

 これは波佐見町が、ある特定の使い道、私が考えることは、今度旧公会堂、これの改築あ

たりに多額の金額がかかります。そこで、使い道を講堂ということに限定して、ふるさと納

税を募ったらどうかなと思いますが、そこあたりの考えはいかがでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 副町長。 

○副町長（松下幸人君） 

 これは企画財政課長から以前答弁があったかと思いますけども、ふるさと納税制度と、そ

れから公会堂を今度改装しますけども、そのことについての寄附金の集め方等について、若

手の職員でプロジェクトチームをつくって、その中で一応検討をされとりまして、去年から

検討されております。その結果が今年度いっぱいに出るようなことになっておりますので、

そういうのを踏まえながら、若手の意見を十分聞きながら進めていきたいというふうに思っ

ております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 ぜひともこういった企画を中に入れていただいて、少しでも町の負担が少ないような格好

でですね。それと皆さんがそれで税金、お金を寄附することによってできたら愛着感が変わ

ってくると思うんですよね。やっぱり自分の愛着感も湧いてきて、ますますもって講堂を愛

せるんじゃないかなと私の気持ち的には思うんですよ。ですから、ぜひとも、何て言います

か、使い道を指定ということで一つ取り入れていただきたいなと思っております。 

 あとそれと、ふるさと納税の件で、現在、陶器とか農産物をお渡ししてるんですが、現在

はどういった選定方法で送ってらっしゃるんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 
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 先ほど答弁しましたように、議員からもありましたように、農産物とお米と加工品、そう

いったものと、焼き物に関しては担当者の嗜好的なものがありまして、こういったものがい

いんじゃないかということで選んで送っているというふうなことでございます。大体3,000

円相当のものを送っているというふうなことでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 それで、金額にかかわらず、3,000円相当をこちらのあれで送ってらっしゃるということ

でよろしいんでしょうか。数万された方も、2,000円された方も、3,000円の商品を送られて

るということでよろしいんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 数万円の、まあ、5,000円から……。この間のお話をしましたけども、5,000円という方が

一番多かったんですけども、数万円単位の方までは同様のことなんですけども、特に高額の

寄附をされた方について、また特別枠でお返しをしているというふうなことでございます。

幾ら相当の分というのは、ちょっと今ここでは把握はしておりませんけども。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 今後やっぱり検討されるに当たって、そこあたりもちょっと一つ考慮されたほうがいいん

じゃないかなと思っております。平戸市がなぜ増えたかといいますと、結局、平戸市はポイ

ント制にされてて、そのポイントがずっと引き継ぎされるといいますか、消えない格好にな

ってるんですよ。普通でしたら１年間でリセットされるとかあるんですが、平戸市はそのポ

イントをずっと持ち越して、数年前のポイントも使える。やっぱりここあたりが、消費者が

このシステムよかねということで多分されてると思いますんで、そこあたりも含めて、今後

若い人たちの会議の中でも出していただいて、ぜひとも我が町のほうでも採用していただき

たいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（川田保則君） 
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 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 議員がおっしゃるように、先ほども、私のほうからもまた、27年度の予算の中でも説明を

申し上げましたけども、これについても業務委託をするように予算を計上しております。そ

の中で、いろいろな方法等について、この議会後いろいろなことを想定して取り組みたいと

思っておりますので。ただ、先ほどの国のほうからの自粛要請というのもあっております。

そういったところとの調整といいますか、そういったところを図りながら、過度にならない

よう、ＰＲになるよう、その辺をうまいこと兼ね合いを持ちながら取り組んでいきたいとい

うふうに思っております。議員のおっしゃるような趣旨も含めて、波佐見町のＰＲになるよ

うには取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 今ちょっと課長の言葉から業務委託というお言葉がありました。これはどこに業務委託さ

れるということで、よろしかったんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 そういった取り扱いをしている専門の会社がありますので。考えられるのは、いろいろな

方式があると思いますが、単純に金額でする場合と、いろいろな方式を提案していただいて、

プレゼンをしてもらって、どの方式がいいのかとか、そういったいろいろな方法があると思

いますけども、それも含めて、これからいろいろな業者を探しましてというか、選定をしま

して絞り込んでいきたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 業務委託ということでおっしゃったんで、どっかもう決まってるのかなと私が先走ってし

まいました。まだ委託先は決まってなくて、今からいろいろなところに提案していただいて

ということでよろしかったんでしょうか。はい。 



 -282- 

 陶器にしろ、農産物にしろ、やっぱりいろいろ生産者、メーカー等々やっぱりございます

ので、皆さんがこのふるさと納税に参加しやすいような、参加できるような格好で進めてい

っていただきたいなと思っております。 

 続きまして、がんばる券につきまして御質問いたします。がんばる券ですね、これ、前回、

商工会を通じてがんばる券を発売されましたが、今回はどういった方法でがんばる券を委託

されるお考えでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 先ほどの町長の答弁にもありましたように、先の26年度の補正予算の折に御説明申し上げ

ましたように、東彼商工会のほうに委託をして行うようにしております。加盟する、これに

参加する希望の店舗等の募集もするというふうなことでございます。ということで、商工会

に委託ということで考えております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 前回が500円の22枚つづり、１万円で１万1,000円ということで売り出されました。今回は

15％つけてということですので、１万円したら1,500円ついて11,500円の商品券になると計

算しますが。ほかの町村というか、いつも３町とかよく言われます、彼杵、川棚はどのよう

になってますでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 東彼杵町と川棚町につきましては、このプレミアム率を20％ということで、前回の審議の

中で御説明をしているとおりでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 それでは、20％ということで、彼杵、川棚、こちらは委託じゃなくってどういった感じで
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なさってるんでしょうか。これもまさか商工会さん通じてじゃないでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 その点につきましても申し上げておりますが、東彼商工会に委託をするという形で行いま

す。それぞれの支所が担当する形になると思いますけども、率を上げますと購入する方につ

いては制限をされるということでございますので、今回、波佐見町としては15％ということ

で決定をしているところでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 私はそこを心配してるんですよね。同じ東彼商工会の中で、支所が違うのはありますけど、

２つの町は20％つけると。波佐見のほうは、前回からは上がっていますよ。前回が10％でし

たから、今回15％。何か真ん中をとって15％というのがどうも合いませんで、それはやっぱ

り３町と合わせたような感じで20％にするべきじゃないかと思いますが、そこあたりの考え

をお願いします。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 まず、この交付金の制度が導入されるというふうな情報が入ったときに、３町寄りまして、

商工会に寄りまして３町協議をいたしました。その中で、彼杵、まあ川棚もでしょうけど、

彼杵あたりは前回売れ残ったと。東彼杵町は売れ残ったと。だから、今回は前回のままでし

ても売れ残りが心配されるから20％にしたいというふうな状況でございました。川棚町につ

いても同等のような考えでやりたいと。 

 本町といたしましては、本来は10％の提案をしておりました。というのは、これに対する

交付金が仮に1,000万来たとします。１割つけますと、１億1,000万の商品券が発行できるわ

けですね。２割すると五千数百万の商品券しか発行できないと。そうした場合に、地域の商

店への波及効果は逆に小さいんじゃないかと。商品券を買われた方については２割のお得感

がございましょうけれども、本来の地域内の商店の活性化のためには、その商品券の発行額
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を多くしたほうが地域の商店の発展のためにはいいんじゃないかというふうな、地元の波佐

見支所との協議の中では、あるいは本来の商工会の中でも、できればプレミアム率より商品

券の発行枚数を増やしたいという意向がございました。 

 そういったことを鑑みて、本町ではじゃあ10％で行こうかということでおりましたけども、

余りにも県内で20％を出す市町村が多かったということで、それでは町民の方が、じゃあ何

でうちだけプレミアム率が低いのかというふうなお声もいただきそうなことでありましたの

で、近隣の佐世保市と大体合わせて15％にしようかというところで落ちついたところでござ

いますので、商店街の波及効果という点では商品券がたくさん出せる分はいいんじゃないか

なというふうな結論に至ったところでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 そうですね。課長がおっしゃるのも十分わかりますが、しかし、やっぱり町民感情として

みれば、やっぱりそこは３町一緒なのに、商工会も一緒なのに、何であっちは20％、こっち

は15％ってなると思うんですよね。やっぱりそこあたりは、いつも３町は一緒とか、大きか

ところにくっつくときに、やっぱり身の丈に合わせてとかよくおっしゃいますが、そこあた

りは合わせてされたほうがいいんじゃないかなと私的には本当思うんですが。 

 前回の反省点としてどういった感じが、前回のがんばる券の反省点、これは何かあったん

でしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 前回の反省点としましては、１人当たりの購入制限を前回は20でしたかね、10でしたか、

ちょっとはっきり覚えていませんが、されていたにもかかわらず、入れかわり立ちかわりと

言っちゃ失礼ですけれども、何回も買われた方も中にはいらっしゃったようでございまして、

あっという間に売り切れたということでございまして、そこら辺の確認作業も本来は必要で

あろうかなというふうな思いはいたしておりますが、どういうふうな確認をするのか。逆に

そういったことで商工会の手数が増えれば、あまりやる意味がないのかなということもござ

いますので、そこら辺については今後、各世帯へこういった商品券の購入権利がありますよ
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というふうな通知を差し上げるとか、そういった方法を今検討中でございます、まだ確定は

しておりませんが。そういったもので、なるべく１人の方、あるいは１世帯に集中すること

がないように、ある程度広く行き渡るような方策が必要ではないかなというふうな思いがし

ております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 そしたらば、おっしゃることはよくわかりました。今回の改善点といいますか、そしたら

そこあたりは、１人に集中しないようにということがやっぱりメインになってるんでしょう

か。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 おっしゃるとおりでございます。この交付金事業の中で、県内でも本町は特異性を出して

おりまして、通常、よその市町村はこのプレミアム付き商品券だけ取り組む市町村が多いよ

うでございますけれども、本町は旅行を喚起するような事業も何件か組んでおりますので、

そういったものにも事業費が必要でございます。そういったところで今回の事業は組み立て

させていただいたというところでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 そしたら、この販売予定日、ここあたりはまだ調整中でございましょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 またこれからまだ詰めていかなければならないものがありますし、商品券の印刷に要する

期間、そういったものございまして、いろいろな諸条件、商工会の体制等も含めて考えます

と、今から発売しますＰＲの期間等も含めて６月に入ってしまうんじゃないかなと思ってお

ります。実際販売できる時期はそのころになろうかというふうに思っております。 
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○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 そして、販売箇所あたりはどういった感じでお考えでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 先ほど、販売につきましては東彼商工会に委託をしたいということで、波佐見町について

は波佐見支所でということでございますので、販売場所は東彼商工会波佐見支所ということ

でやりたいというふうに思っております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 販売場所は、そしたら波佐見商工会の会場ということでよろしゅうございますか。前回は

ウェイブホールであったような記憶があるんですが。 

○議長（川田保則君） 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 実際担当されるっていいますか、そこに当たる方は東彼商工会の方というふうなことでご

ざいますけども、販売箇所なり、その時間帯、例えば平日だけならず例えば土曜日だとか、

日曜日だとか、そういったことも考えられますので、その辺は今後詰めて、できるだけ多く

の方が買い求めやすいような状況をつくって対応していきたいというふうに思います。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 そこあたり、確かに波佐見の人ちゅうのはやっぱり車で来たりしますから、車で行きやす

いところとかもいろいろ考慮していただいて当たっていただきたいなと思っております。 

 で、がんばる券のセットというのは１万7,000セットだったですかね、セット数は。 

○議長（川田保則君） 
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 企画財政課長。 

○企画財政課長（楠本和弘君） 

 今議員おっしゃられたように、セット数としては１万7,000セットということで、交付金

がそこに使うのが2,550万ということでお話ししまして、これを消費額に換算しますと、１

億9,550万ということになるということでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 これは本当、町民みんなが待ち望んでいることですので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 続きまして、足湯に行きたいと思います。先ほどの町長の答弁では、足湯はつくらないと

いうことでおっしゃいました。まあ、それはあれとして、波佐見町の温泉の泉源の温度、こ

れは何度なんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 手元に資料を持っておりませんで、確かな数字じゃございませんけれども、お湯を地下か

ら上げまして、くみ出し温度で三十六、七度でしたですかね、だったと記憶しております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 足湯にしたら、ちょうどふる温していいぐらいな温度じゃないかなと思います。私はやっ

ぱりこの足湯、これをどうしてもつくっていただいて。というのは、名物というのがやっぱ

り欲しいわけなんですよね。先ほど町長おっしゃいました。雲仙じゃなくて、あそこの何て

いいますか、小浜の105メートルの足湯。私も数度行って、入らせていただきました。あそ

こは蒸気もあるんで、近くで野菜でも買って、そこの蒸気に入れて、それを蒸気の熱でふか

して食べるというやつもございます。 

 足湯は、先ほどやっぱりいろいろ病気、菌あたりとか確かにありますが、呼び水と、お湯

なんで水っていうのはおかしいんですけど、呼び水として大変いいんじゃないかなと思って
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おります。やっぱり一緒に温泉に来ても、自分はやっぱり入らんでよかっていう人なんかの

時間を潰せるところでもあり、きょうはもう入らんでも、足湯に入ってよかったら、つい風

呂に入ろうかとか、やっぱりそういった気持ちになると思うんです。 

 町長、よくおっしゃいますよね、来なっせ100万人。これにも絶対かかってくると思いま

すが、そこあたりのお考えはやっぱり変わられませんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 先ほどお話ししたとおりでございます。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 私はよく嬉野に行くんですが、嬉野の足湯、たくさん人が入っております。ぜひとも波佐

見にも足湯をしていただきたいなと思いますが。まず、経費的にもたくさんかかるかと思い

ますが、現在、温泉の管とかは、今トイレとか新しくできてますよね。そこの近くまで温泉

の管自体は来てるんでしょうか。 

○議長（川田保則君） 

 商工振興課長。 

○商工振興課長（前川芳徳君） 

 当然、新泉源がそこにございますので、そこから本管といいますか、橋を渡ってそれぞれ

の入浴施設あるいは宿泊施設に配管をしておりますので、近くまで来ておるということでは

ございます。トイレには来ておりません。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 そしたら、すぐそばまで来てるということで、多分すぐできる環境にあるということと私

は思っております。本当、私的には足湯をつくっていただいて、少しでも波佐見町の観光、

交流人口、これが増えればなと思っております。 

 町長は、今のところ足湯をつくらないということでしたが、この温泉地域に対する次の一
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手、まずは温泉ができました、次はホテルができました。町長のお考えで、温泉地域の次の

一手、これが何かありましたらお答えください。 

○議長（川田保則君） 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 要は、今急に言われてもすぐ思い立つことはありませんし、言った言葉は消されませんで

すね。事前にそういう質問があれば、それなりの考えもありましたでしょうけども。 

 現在のところでは、やはりよりお客さんが来ていただいて、心地よい、そういうおもてな

しに磨きをかけていくというのが一番大事じゃないかなというふうに思っておりますし、ち

ょっとした話では、ブリスヴィラ、意味わかりますか。至福の、幸せいっぱいという、そう

いう別荘という意味です。そういうことに、やっぱり外観が十分整備はできてませんけども、

中に入ってみれば本当にすごいなと。ベッドからタブレット全室完備というようなこと。あ

る面ではビジネスとそういうふうな癒し、そういうふうなところを満喫していただければい

いんじゃないかなというふうに思っておりますし、そして、それに伴うものを行政で何をど

うするかっていうことじゃなくして、やはり地域の人たちが、地の人たちが何がほかにある

かなって。外観から見たときにはやっぱり飲食店が欲しいなと。ある面ではそこにふさわし

い、お客さんたちに見合うような、そういうセンスのある飲食といいますか、そういうこと

があればいいなというふうに思っております。それを行政ではできないわけですけども、そ

ういうふうな形で地域でできること、業界でできることがあればすばらしい、また、地域が

発展するんじゃないかなという思いをいたしております。 

○議長（川田保則君） 

 尾上議員。 

○５番（尾上和孝君） 

 私も先日、ブレスヴィラ波佐見のほうに行かせていただきました。本当、外のイメージか

ら比べたら、比べたらってこんな言い方おかしいんですが、本当、中はすばらしく上品な感

じで、なおかつリッチな感じでつくられておりました。まだ私、泊まったことないんでベッ

ドの寝心地あたりはわかりませんが、これは本当いいんじゃないかなという雰囲気で伺って

おります。 

 「湯治楼」で始まり、今度ホテルの開業。町長の手腕で南地区の温泉地区の開発が本当に
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進んで、何ていいますか、にぎわいが出てきてるんじゃないかなと思います。これで事終わ

るんじゃなくて、今後とも足湯の検討を続けていっていただきたいなと思っております。 

 以上で終わります。 

○議長（川田保則君） 

 以上で、５番 尾上和孝議員の一般質問を終わります。 

 以上で通告がありました一般質問は全部終了しました。これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 御起立願います。お疲れでございました。 

午後２時52分 散会 


